
王

朝

国

家

国

街

軍

制

の

成

11-

ー
延
喜
の

「
軍
制
改
革
」
に
つ
い
て
l

lま

め

じ

一
O
世
紀
初
頭
の
一
連
の
国
制
改
平
に
よ
っ
て
、
律
令
国
家
は
王
朝
国
家
に

転
換
し
た
。
従
来
こ
の
転
換
過
程
に
つ
い
て
は
、
主
に
収
取
体
系
・
土
地
制
度

の
分
野
で
多
大
の
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
、
王
朝
国
家
論
も
こ
れ
ら
の
研
究
蓄

積
の
中
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
句
。

権
力
支
配
の
あ
り
方
が
、
収
取
体
系
・
土
地
制
度
の
う
え
に
最
も
明
瞭
に
表

現
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
原
理
的
転
換
を
も
っ

て
国
家
体
制
移
行
の
一
つ
の
画
期
と
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
体
制
移
行
を
実
現
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
構
築
し
た
権
力
支
配
を

支
え
て
い
く
基
礎
に
は
「
組
織
さ
れ
た
強
力
」
が
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
ゆ
え
権
力
支
配
の
新
た
な
体
制
で
あ
る
王
朝
国
家
へ
の
転
換
過
程
を

探
求
す
る
場
合
、
中
央
政
府
が
目
的
意
識
的
に
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
寧
制

改
革
」
の
問
題
が
、
重
要
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
視
角
か
ら
最
初
に
問
題
を
提
出
さ
れ
た
の
は
戸
田
芳
実
氏
で
あ
る
。

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

下

向

井

音E

彦

⑨
 

氏
は
論
文
「
中
世
成
立
期
の
国
家
と
農
民
」
の
中
で
、
九
世
紀
末
の
東
国
の
群

盗
蜂
起
に
注
目
し
、
そ
の
鎮
圧
過
程
で
「
地
方
軍
事
貴
族
」
が
国
家
の
傭
兵
と

し
て
配
置
さ
れ
、
彼
ら
は
や
が
て
国
街
機
構
の
一
環
に
「
国
将
軍
」
と
な
っ
て

制
度
化
さ
れ
、
か
か
る
地
位
を
ス
テ
ッ
プ
に
封
建
的
軍
隊
に
発
展
し
て
い
く
と

論
じ
、
そ
れ
ま
で
の
武
士
団
成
立
論
の
常
識
を
覆
す
大
胆
な
仮
説
を
提
起
さ
れ

た
。
こ
の
九
世
紀
末
「
軍
事
貴
族
」
東
国
配
置
論
は
大
筋
に
お
い
て

E
当
で
あ

り
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
寛
平
・
延
菩
の
誠
国
国
司
の
経
歴
が
綿
密
に
洗

い
出
さ
れ
、
い
っ
そ
う
具
体
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
研
究

は
、
結
局
戸
田
氏
の
所
説
の
検
証
の
域
に
止
ま
っ
て
お
り
、
中
央
政
府
に
よ
る

「
軍
事
貴
族
」
坂
東
配
置
政
策
が
具
体
的
に
い
か
な
る
内
容
(
制
度
・
組
織
・

役
割
な
ど
)
を
含
む
「
軍
制
改
革
」
だ
っ
た
の
か
と
い
う
重
要
な
論
点
は
、
依

然
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

私
は
別
稿
「
王
朝
国
家
国
街
軍
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
投
稿
中
)
に
お

い
て
、
国
街
の
国
内
武
勇
輩
催
促
の
具
体
的
形
式
と
催
促
を
可
能
に
す
る
制
度

的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
形
式
的
前
提
が
捕
亡
令
に
規
定
さ



王
朝
国
家
国
街
平
制
の
成
立
(
下
向
井
)

れ
た
国
司
の
「
人
兵
」
差
発
権
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
前
稿
の
結
論
を
分
析
基
準
と
し
つ
つ
、
国
街
軍
制
の
中
核
で
あ
る
諸
国
追
捕

⑨
 

伎
の
成
立
の
問
題
に
論
点
を
絞
り
、
令
制
か
ら
の
制
度
的
展
開
を
具
体
的
に
追

跡
し
て
い
く
と
い
う
接
近
方
法
に
よ
っ
て
、
転
換
期
に
お
け
る
「
軍
制
改
革
」

(
l国
街
軍
制
の
成
立
)
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
六
国
史
が
途
絶
し
て
か
ら
あ
と
貴
族
の
日
記
が
豊
富
な
史
料
を
提
供

す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
九
世
紀
末
J
一
O
世
紀
前
半
の
時
期
は
、
史
料
の
空

白
期
に
あ
た
り
、
そ
れ
で
な
く
て
も
史
料
的
制
約
の
厳
し
い
こ
の
分
野
で
、
た

ん
な
る
状
況
論
的
推
理
で
は
な
く
確
固
た
る
論
証
に
支
え
ら
れ
た
所
説
を
提
示

す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
は
、
は
じ
め
に
一

O
世

紀
中
葉
に
体
制
化
し
た
時
点
で
の
諸
国
追
捕
使
を
と
り
あ
げ
、
つ
い
で
史
料
の

笠
宮
な
天
慶
の
乱
に
お
け
る
政
府
の
政
策
的
対
応
を
手
懸
り
に
遡
及
さ
せ
、
さ

ら
に
令
制
の
対
応
す
る
制
度
と
の
継
承
関
係
に
言
及
し
、
最
後
に
延
喜
の
「
軍

制
改
革
」
の
内
容
を
総
括
的
に
論
じ
る
と
い
う
分
析
・
叙
述
方
法
を
と
る
。

本
論
に
入
る
に
先
立
ち
、
本
稿
で
使
用
す
る
基
本
概
念
に
つ
い
て
簡
単
な
説

明
を
加
え
て
お
こ
う
。
詳
細
は
本
稿
と
一
連
の
構
想
に
た
っ
別
稿
お
よ
び
統
一
恥

に
委
ね
る
。

ω国
街
軍
制
一

O
J
一
一
一
世
紀
、
反
国
街
武
装
闘
争
l
凶
党
蜂
起
を
鎮
圧

す
る
た
め
国
街
が
編
成
し
た
寧
事
組
織
。
鎮
圧
と
寧
事
動
員
の
法
的
根
拠
で

あ
る
「
追
捕
官
符
」
を
う
け
た
国
司
の
下
知
に
よ
り
、
諸
国
追
捕
伎
が
廻
文

を
発
し
て
国
内
武
勇
輩
を
催
促
し
凶
党
を
追
摘
す
る
。

ω凶
党
〈
群
盗
〉
蜂
起
官
物
掠
奪
・
官
舎
焼
亡
・
国
司
殺
害
な
ど
、
国
家
支

配
秩
序
を
直
接
暴
力
的
に
侵
守
一
目
す
る
武
装
集
団
の
蜂
起
。
検
断
法
上
、
「
謀

奴
」
・
「
殺
宝
己
を
中
心
内
容
と
す
る
「
重
犯
」
を
構
成
し
、
「
追
捕
官
符
」

の
適
別
対
象
(
す
な
わ
ち
国
街
軍
制
に
よ
る
鎮
圧
対
象
)
に
擬
せ
ら
れ
る
。

ω追
捕
官
符
国
街
の
凶
党
追
捕
、
軍
事
動
員
の
唯
一
の
合
法
的
根
拠
。
国

街
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、

G
犯
人
に
対
す
る
実
力
行
使
権
、

e軍
事
動
員
権
、

白
v

勲
功
賞
推
挙
(
給
与
)
権
な
ど
、
広
汎
な
権
限
を
鎮
圧
ま
で
の
期
開
花
権

さ
れ
る
。

ω諸
国
追
捕
使
「
国
解
」
で
申
請
さ
れ
「
官
符
」
で
任
命
さ
れ
る
国
街
唯

一
の
公
的
凶
党
追
捕
機
関
。
押
領
使
・
追
捕
伎
(
お
よ
び
純
友
の
乱
ま
で
の

西
国
の
幹
回
佼
)
を
総
称
す
る
。
国
街
検
断
権
(
重
犯
と
軽
犯
、
追
捕
と
勘

札
が
機
能
上
区
別
さ
れ
る
)
の
う
ち
重
犯
追
捕
権
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
軍
勢
催
促
権
(
H
H
国
街
軍
制
の
指
揮
権
)
を
有
す
る
。

同
圏
内
武
勇
輩
国
街
の
権
力
支
配
に
と
っ
て
不
可
欠
の
特
殊
技
芸
た
る

「
武
芸
」
を
専
有
す
る
名
詩
の
戦
士
。
日
常
的
に
は
国
街
機
構
・
中
央
諸
司

・
王
臣
諸
家
に
分
属
し
て
い
る
が
、
「
迫
捕
官
符
」
に
も
と
づ
く
国
街
〈
諸
国

追
捕
使
)
の
出
陣
催
促
に
「
軍
役
」
を
勤
仕
す
る
権
利
と
義
務
を
有
す
る
。

註
①
坂
本
賞
一
ニ
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』
、
戸
田
芳
突
「
中
世
社
会
成
立

期
の
国
家
」
(
沢
一
凶
日
本
歴
史
5

『
中
世
社
会
の
形
成
』
〉

②
日
本
史
研
究
引
。
な
お
、
本
稿
で
は
戸
田
氏
が
使
用
さ
れ
た
「
地
方
軍

事
貴
族
」
・
「
国
将
軍
」
の
語
は
使
わ
な
い
。
「
貴
族
」
の
語
は
恒
常
的

に
五
位
以
上
の
者
を
出
し
京
都
に
築
住
す
る
氏
族
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
ま
た
「
国
将
軍
」
の
制
度
化
と
い
う
論
点
が
な
り
た
た
な
い

(
史
料
の
誤
読
に
よ
る
)
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
井
進
氏
が
す
で
に
指
摘



さ
れ
て
い
る
(
「
中
世
成
立
期
軍
制
研
究
の
一
視
点
」
史
学
雑
誌
祁

l
ロ)。

③

高

田

実

「

一

O
世
紀
の
社
会
変
革
」
(
議
座
日
本
史
2

『
封
建
社
会

の
成
立
』
所
収
)
、
高
橋
昌
明
「
将
門
の
乱
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」
(
文
化

史
学
部
)
、
野
口
実
「
秀
お
流
髭
庶
民
の
基
礎
的
考
察
」
(
古
代
文
化

m

l
7
)
 

④
諸
国
近
捕
伎
の
制
度
的
研
究
は
塙
保
己
一
『
武
家
名
目
抄
』
以
来
長
い

研
究
史
を
有
す
る
が
、
殺
後
に
お
け
る
唯
一
の
本
格
的
研
究
は
、
井
上
満

郎
「
押
侃
佼
の
研
究
」
(
日
本
史
研
究
川
)
、
「
平
安
時
代
の
追
捕
使
」

(
古
文
書
研
究
2
)
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
氏
は
軍
制
史
的
観
点
を
「
消

極
的
評
価
」
と
し
て
退
け
、
在
地
土
去
の
領
域
支
配
強
化
に
押
領
伎
の
地

位
が
果
し
た
役
割
の
追
究
こ
そ
が
「
丞
裂
か
つ
中
心
的
視
角
」
と
さ
れ
て

お
り
、
本
稿
の
目
的
と
は
全
く
視
角
・
方
法
を
兵
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
氏
が
設
定
さ
れ
る
段
階
区
分
(
戦
闘
に
参
加
し
な
い
段
階
か
ら
戦
闘

に
参
加
す
る
段
階
l
押
傾
使
、
「
道
」
単
位
か
ら
「
国
」
単
位
|
追
捕
使
)

は
、
段
階
的
に
把
促
す
べ
き
で
は
な
く
類
型
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
押
領
佼
・
追
捕
伎
の
諸
類
型
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。

⑤
「
王
朝
国
家
国
街
検
断
権
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
未
発
表
)

一
、
天
暦
初
年
に
お
け
る
諸
国
追
捕
使
の
体
制
化

諸
国
追
捕
使
が
全
国
的
規
模
で
常
置
さ
れ
る
の
は
、
承
平
・
天
慶
の
乱
終
結

後
の
天
間
以
・
天
暦
年
間
で
あ
る
。

た
と
え
ば
天
暦
四
年
(
九
五

O
)
二
月
廿
日
下
総
守
藤
原
有
行
申
文
の
「
当

国
隣
国
司
等
、
帯
ニ
押
領
使
「
(
中
略
)
其
例
尤
多
、
近
則
前
司
従
五
位
下
菅
原
朝

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

臣
名
明
、
依
ニ
天
慶
九
年
八
月
六
日
符
「
兼
ニ
押
領
伎
一
弁
給
ニ
随
兵
舟
お
」
、
天

暦
六
年
十
一
月
九
日
官
符
所
引
出
雲
国
解
の
「
美
作
伯
者
等
国
、
申
コ
請
官
符
「

押
一
銅
山
伏
勤
一
帯
詐
国
事
「
(
中
略
単
語
、
官
裁
抽
出
二
件
等
国
例
「
以
ニ
静
平
「
被
v裁

、、

給
ニ
押
領
使
-
」
、
天
暦
十
年
六
月
十
三
日
官
符
所
引
近
江
国
解
の
「
前
々
国
宰
、

部
内
武
芸
之
輩
、
撲
下
堪
一
一
其
事
一
之
者
U

申
口
語
公
家
「
為
ニ
追
捕
使
「
近
則
故

⑨
 

佐
々
長
山
公
奥
恒
、
故
大
友
兼
平
等
是
也
」
な
ど
の
文
言
か
ら
、
承
平
・
天
庭

の
乱
終
結
後
の
天
箆
・
天
暦
年
間
に
、
国
司
の
申
請
に
も
と
，
つ
い
て
、
漸
次
全

国
的
規
模
で
常
置
化
さ
れ
て
い
っ
た
事
情
が
確
認
さ
れ
る
。
本
稿
末
尾
に
掲
載

し
た
〔
付
表
〕
は
、
一

0
1
一
一
一
世
紀
の
諸
国
追
捕
使
の
事
例
を
管
見
に
及
ん

だ
か
ぎ
り
記
我
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
に
よ
っ
て
も
、
王
朝
国
家
体
制

下
に
一
国
単
位
の
「
凶
党
」
追
捕
機
関
た
る
諸
国
追
捕
使
が
、
ほ
と
ん
ど
例
外

な
く
全
国
的
規
模
で
常
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
〔
付
表
〕
か
ら
は
、
押
領
伎
が
設
置
さ
れ
る
地
域
と
追
捕
伎
が
設
置
さ

れ
る
地
域
と
が
、
か
な
り
明
確
に
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
東
海
(
伊
賀
を
除
く
〉
・
東
山
(
近
江
を
除
く
)
・
山
陰
・

西
海
道
諸
国
は
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
押
領
使
で
あ
り
、
と
く
に
坂
東
で
は
官
長

に
よ
る
押
領
使
兼
帯
が
恒
例
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
追
捕
使
は
畿
内
近
国
(
近

江
・
伊
賀
な
ど
)
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
陸
道
・
山
陽
道
・
南
海
道
の
場

合
、
押
領
使
を
置
く
国
と
追
捕
使
を
置
く
国
が
あ
り
、
「
道
」
と
し
て
の
特
定

の
傾
向
は
み
と
め
ら
れ
な
い
(
ま
た
同
一
の
国
で
も
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

⑤
 

い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
美
作
)
。

さ
て
、
天
慶
の
乱
後
押
領
使
・
追
捕
使
が
、
氷
続
的
制
度
と
し
て
体
制
化
し
、

国
街
支
配
の
強
力
的
支
柱
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
体
制
化
さ
れ
た
時
期
を



王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

よ
り
厳
密
に
限
定
し
て
み
よ
う
。

坂
東
諸
国
で
は
前
掲
下
総
守
申
文
に
「
近
則
・
:
依
ニ
天
慶
九
年
八
月
六
日
符
乙

と
あ
る
よ
う
に
、
国
司
官
長
に
よ
る
押
領
使
兼
帯
の
「
例
」
は
将
門
乱
直
後
頃

か
ら
恒
常
化
し
て
い
た
。
ま
抗
天
皮
七
・
八
年
一
頃
に
原
型
が
完
成
し
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
「
九
条
年
中
行
事
」
に
「
諸
国
中
コ
置
押
領
伎
一
事
」
と
い
う
項
目

が
あ
り
、
天
慶
七
年
頃
ま
で
に
は
た
い
て
い
の
押
領
使
設
置
地
域
諸
国
で
押
領

伎
が
永
続
的
制
度
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
「
九
条
年
中
行
事
」
に
は
追
捕
伎
の
こ
と
は
み
あ
た
ら
ず
、
天
慶

七
・
八
年
頃
に
は
ま
だ
追
捕
使
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
掲
近
江
因
解
に
「
前
々
国
宰
」
の
と
き
は
じ
め
て
追
捕

伎
が
設
置
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
時
期
の
近
江
国
守
に
つ

い
て
調
べ
て
み
る
と
、
前
司
は
天
暦
五
年
正
月
任
の
大
江
維
持
、
前
三
月
は
天

慶
九
年
二
月
任
の
藤
原
朝
忠
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
(
『
公
卿
補
任
』
)
。
し
た

が
っ
て
近
江
国
で
追
捕
伎
が
設
置
さ
れ
た
時
期
は
、
藤
原
朝
忠
が
国
守
で
あ
っ

た
天
慶
九
年
二
月
か
ら
天
暦
五
年
正
月
ま
で
の
期
間
に
限
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
近
江
国
を
含
む
畿
内
近
国
に
対
す
る
検
断
関
係
の

政
策
を
み
る
と
、
天
慶
九
年
一
二
月
か
ら
天
暦
三
年
正
月
ま
で
の
二
年
余
り
の

期
間
に
、
「
部
内
濫
悪
」
の
「
勘
札
」
の
た
め
、
和
泉
・
丹
波
・
紀
伊
・
大
和
・
播

磨
1

近
江
等
の
諸
国
に
権
検
非
違
使
が
増
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ

3

、

れ
る
。
か
か
る
権
検
非
違
使
増
員
政
策
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
検
断

政
策
が
、
天
暦
元
年
閏
七
月
一
六
日
の
五
畿
内
近
江
丹
波
等
国
に
対
す
る
「
調

庸
租
税
野
遁
輩
」
の
即
時
「
召
捕
進
上
」
の
承
認
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来

「
好
遁
輩
」
は
国
街
で
「
召
捕
」
・
「
禁
獄
」
・
「
勘
決
」
し
て
い
た
が
、
彼

四

ら
が
託
仕
す
る
王
臣
家
伎
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
「
勘
決
」
す
る
こ
と
な
く
釈

放
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
一
般
化
し
、
こ
れ
が
「
吏
之
負
累
」
の
最
大
の
原

因
と
な
っ
て
い
た
。
か
か
る
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
、
国
街
が
「
召
捕
」
え
た

「
軒
遁
輩
」
を
移
文
に
付
し
て
即
座
に
検
非
違
使
庁
に
引
渡
し
、
使
庁
に
お
い

③
 

て
「
任
法
勘
決
」
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ
る
。
検
断
過
程
に
王
臣
家
が
介
入

す
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
こ
の
政
策
は
、
主
医
家
人
の
国
務
対
拝
を
禁

断
す
る
う
え
で
明
ら
か
に
効
果
的
で
あ
り
、
主
臣
家
の
妨
害
が
加
わ
る
禁
獄
・

勘
決
を
使
庁
が
肩
替
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
逆
に
国
街
検
断
権

1
迫
捕
権
の

実
効
性
を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

天
鹿
九
年
か
ら
天
暦
初
年
に
お
け
る
国
街
検
断
権
強
化
政
策
は
、
当
然
国
務

対
拝
の
い
っ
そ
う
の
過
激
化
を
伴
い
、
そ
の
延
長
上
に
生
じ
る
「
凶
党
」
蜂
起

を
鎮
圧
す
る
た
め
の
特
殊
な
追
捕
機
関
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

畿
内
近
国
の
追
捕
伎
は
、
こ
う
し
て
こ
の
時
期
の
国
街
検
断
権
強
化
政
策
の
一

環
と
し
て
配
備
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
近
江
「
前
々
国
宰
」
藤
原
朝
忠
の
、

「
部
内
武
芸
之
輩
、
撰
下
堪
ニ
其
事
一
之
者
干
申
コ
詰
公
家
「
為
ニ
追
捕
佼
こ
は
、
天

暦
元
年
間
七
月
の
「
許
遁
輩
」
の
即
時
「

J
捕
進
上
」
権
の
承
認
と
さ
ほ
記
遠

く
な
い
時
期
に
、
た
と
え
ば
「
五
畿
内
・
近
江
・
丹
波
守
等
申
雑
事
三
箇
条
」

の
よ
う
な
形
式
で
、
他
の
畿
内
近
国
と
共
同
で
申
請
・
裁
可
さ
れ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
以
上
考
察
し
て
き
た
天
暦
元
年
頃
の
畿
内
近
国
に
対
す
る
追
捕
伎
の

い
っ
せ
い
配
備
を
も
っ
て
、
国
街
唯
一
の
公
的
「
凶
党
」
追
捕
機
関

1
軍
事
指

揮
官
た
る
諸
国
追
捕
使
が
永
続
的
制
度
と
し
て
体
制
化
し
た
画
期
と
し
た
い
。

註
① 

谷
森
儀
男
『
峨
沈
滞
一
一
山
中
平
安
時
代
ノ
昨
日
察
状
態
』
以
来
の
通
説
で
あ
る
。



@
@
@
『
朝
野
群
裁
』
(
巻
廿
二
諸
国
雑
事
上
)

⑤
本
文
で
述
べ
た
傾
向
は
、
基
本
的
に
文
書
・
記
録
に
現
わ
れ
る
実
例
か

ら
読
み
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
系
図
・
説
話
の
事
例
は
除
外
し
た
。
な
お
、

大
祭
亮
「
律
令
制
下
の
許
察
組
織
」
(
岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
幻

1
3
・

4
〉
も
、
同
様
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。

⑥
『
新
校
群
書
類
従
』
(
巻
四
公
事
部
)
所
収
。
な
お
、
「
九
条
年
中
行

事
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
山
中
裕
「
九
暦
及
び
九
条
年
中
行
事
に

つ
い
て
」
(
国
史
学
日
)
参
照
。

⑦
『
貞
信
公
記
抄
』
天
皮
九
年
十
二
月
十
日
条
に
、
「
中
使
頭
朝
臣
来
、
給

和
泉
・
丹
波
・
紀
伊
等
国
中
、
給
検
非
違
使
、
令
勘
札
部
内
濫
悪
倫
事
」
と

み
え
る
が
、
こ
の
時
期
に
至
つ
て
は
じ
め
て
国
検
非
違
使
が
新
設
さ
れ
た

と
は
考
え
が
た
い
。
『
類
茨
符
宣
抄
』
天
暦
三
年
正
月
廿
一
日
近
江
国
司

解
に
「
因
准
大
和
、
熔
磨
、
讃
岐
申
一
寸
国
例
、
被
置
四
員
検
非
違
使
令
勤
職

掌
」
と
あ
り
、
「
加
置
近
江
国
権
検
非
違
使
之
例
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

(
巻
五
十
一
交
替
雑
事
)
天
暦
元
年
間
七
月
十
六
日
官

③
『
政
事
要
略
』

白
且
回
日

⑤
『
貞
信
公
記
抄
』
天
暦
元
年
六
月
十
五
日
条

二
、
天
慶
の
乱
と
警
固
使
・
押
領
使

け

将
門
・
純
友
の
乱
に
お
け
る
政
府
の
軍
事
的
対
応
の
中
核
は
、
国
単
位
に
警

固
使
・
押
領
使
を
配
置
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
暦
初
年
に
全
国
的
規
模
で
恒

常
的
制
度
と
し
て
体
制
化
す
る
諮
問
追
捕
伎
は
、
こ
の
内
乱
の
と
き
に
す
で
に
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①
 

個
別
的
反
乱
鎮
圧
方
式
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
純
友
の
乱
に
お
け
る
雪
国
使
・
押
領
伎
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
て
み
よ

う
。
こ
の
乱
に
対
す
る
軍
事
的
対
応
と
し
て
、
山
陽
・
南
海
両
道
諸
国
に
警
固

使
・
押
領
伎
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
は
、
乱
終
息
後
、
「
山
陽
南
海
両
道
諸
国
笠
岡

③
 

伎
押
領
佼
弁
撃
手
佼
等
」
が
「
官
符
」
で
停
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
、
在
地
諸
勢
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
将
門
と
は
対
照

的
に
、
純
友
の
乱
の
場
合
、
追
捕
凶
賊
使
小
野
好
古
や
諸
家
兵
士
・
諸
国
兵
士

の
構
成
を
と
る
増
援
軍
な
ど
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
武
力
集
団
が
重
要
な
役

③
 

割
を
果
し
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
国
単
位
の
警
固
使

.
押
領
伎
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
約
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
十
分
注
意
が
払

わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
乱
鎮
圧
過
程
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
鎮
圧
活
動

に
お
け
る
武
力
の
中
心
が
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
武
力
集
団
よ
り
む
し
ろ
国

単
位
で
編
成
さ
れ
た
武
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
慶
三

ョ

、

年
の
鎮
圧
過
程
で
「
西
国
兵
船
多
来
、
備
中
軍
逃
散
」
、
「
讃
岐
国
与
ニ
彼
賊
軍
-

⑤

、

、

、

⑤

合
戦
、
大
破
、
中
ν
矢
死
者
数
百
人
」
、
「
焼
司
亡
備
前
・
備
後
国
兵
船
百
余
般
己
、

「
土
佐
国
言
、
八
多
郡
為
ニ
海
賊
一
焼
亡
、
合
戦
之
問
、
御
方
人
弁
賊
類
多
ニ

⑦
 

中
v
箭
死
者
乙
な
ど
、
純
友
「
凶
賊
」
翠
と
の
合
戦
の
主
力
は
、
明
ら
か
に
国

単
位
の
軍
事
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
ば
「
讃
岐
国
飛
駅
来
云
、

兵
庫
允
伺
道
忠
用
、
藤
原
恒
利
等
、
向
ニ
伊
予
国
「
聞
事
一
賊
類
一
」
、
「
賜
ニ
勅
符

於
設
岐
国
こ
の
よ
う
に
、
鎮
圧
過
程
に
お
る
中
央
政
府
と
現
地
と
の
緊
急
速

⑨
 

絡
、
さ
ら
に
「
設
岐
国
捕
コ
進
凶
賊
党
類
紀
文
度
こ
、
「
伊
予
国
進
コ
上
前
山
城
按

⑪
 

藤
原
三
辰
頚
こ
な
ど
、
新
首
・
捕
縛
し
た
賊
徒
の
首
級
・
身
柄
の
進
上
も
国

五
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街
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
純
友
の
乱
鎮
圧
が
基
本
的
に
は
国
街
単
位
の
軍
事
行
政
(
中
央

と
の
緊
急
速
絡
、
首
級
進
上
の
外
に
、
馬
匹
・
舟
船
・
武
器
・
兵
殺
の
調
達
な

ど
が
想
定
さ
れ
る
)
と
軍
事
指
揮
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
追
捕
凶
賊
伎
は
、
か
か
る
国
街
の
軍
事
活
動
を
統

括
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
か
か
る
国
街
平
事
力
は
、
『
純
友
追
討
鞠
』
に

「
介
国
風
吏
向
ニ
淡
路
国
「
注
ニ
於
兵
状
「
飛
駅
言
上
、
経
ニ
二
箇
月
「
招
コ
集
武

野
h
k
「
帰
ニ
讃
岐
国
こ
と
あ
る
よ
う
に
、
「
武
勇
人
」

l
国
内
武
勇
輩
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
国
街
中
阜
の
指
揮
官
が
一
国
単
位
で
配
置
さ
れ
た
警
固

使
・
押
領
使
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
押
領
使
の
場
合
信
頼
し
う
る
突
例
は
残
っ
て

い
な
い
向
、
警
固
伎
の
事
例
と
し
て
、
純
友
を
討
取
っ
た
伊
予
啓
一
日
国
佼
橘
遠
保
、

⑬
 

讃
岐
笠
回
使
坂
上
敏
基
、
阿
波
警
固
使
藤
原
村
蔭
、
備
後
世
一
日
固
佼
義
友
ら
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
場
合
、
国
内
武
勇
輩
を
指
揮
し
て
「
凶
賊
」
を

追
捕
す
る
と
い
う
警
固
使
の
権
限
と
役
割
か
ら
い
え
ば
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ

た
か
現
地
採
用
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。

伺

次
に
、
将
門
の
乱
の
場
合
に
は
、
中
央
政
府
は
二
度
に
わ
た
っ
て
坂
東
諸
国

を
中
心
に
押
領
使
を
配
置
し
て
乱
鎮
圧
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
押
領
佼
配
置
は
、
将
門
ら
の
坂
東
「
乱
逆
」
の
動
き
を
中
央
政
府
が

本
格
的
に
鎮
静
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
一
示
し
は
じ
め
た
、
天
慶
二
年
六
月
九
日

に
行
わ
れ
た
。

ω俄
有
-
除
目
事
「
東
国
介
己
下
也
、
依
ニ
乱
逆
事
-
也
、

(
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年
五
月
十
六
日
条
)

ムノ、

門
小
野
〕
(
摘
)

倒
諸
貝
・
最
茂
等
可
v
為
ニ
押
領
使
「
但
以
ニ
五
位
一
充
例
可
v
勘
、
又
推
問
使

官
符
可
v
令
ニ
早
仰
一
事
、
(
『
貞
信
公
記
抄
』
同
年
六
月
九
日
条
)

門最〉

ω政
、
請
印
書
中
、
相
模
権
介
橘
是
茂
、
武
蔵
権
介
小
野
諸
興
、
上
野
権
介

藤
条
朝
臣
等
、
可
v
追
司
捕
件
国
々
群
盗
-
守
口
符
上
野
符
捺
印
漏
也
、

(
『
本
朝
世
紀
』
同
年
六
月
廿
一
日
条
)

さ
て
、
右
の
三
つ
の
記
事
の
う
ち
、

ωの
「
乱
逆
事
」
を
鎮
静
す
る
た
め
に

補
せ
ら
れ
た
「
東
国
介
」
が
、
仰
の
相
模
権
介
橘
最
茂
・
武
蔵
権
介
小
野
諸
奥

.
上
野
権
介
藤
条
朝
臣
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
と
み
て
ま
ず
間
違
い
あ

る
ま
い
。
ま
た
倒
で
橘
最
茂
・
小
野
諸
問
問
が
押
領
使
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

時
伶
先
に
任
ぜ
ら
れ
た
「
東
国
介
」
の
す
べ
て
が
押
領
佼
を
兼
帯
し
た
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
「
東
国
介
」
補
任

ω、
彼
ら
の
押
領
使
兼
帯
刷
、
彼
ら
へ
の

「
追
捕
官
符
」
発
給
制
と
い
う
一
連
の
措
置
が
、
「
乱
逆
」
鋲
圧
策
の
中
心
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
押
領
佼
に
任
ぜ
ら
れ
、

「
乱
逆
」
鎮
静
を
期
待
さ
れ
た
人
物
た
ち
の
存
在
形
態
ま
た
は
性
格
に
つ
い
て

で
あ
る
。

ま
ず
武
蔵
押
領
伎
小
野
諮
問
問
は
、
武
蔵
小
野
牧
が
勅
旨
牧
に
な
っ
た
承
平
元

年
(
九
一
一
一
一
)
一
一
月
七
日
牧
別
当
に
補
せ
ら
れ
て
お
り
、
天
慶
元
年
九
月
八

日
小
野
牧
駒
牽
で
は
、
「
牧
監
」
(
別
当
の
誤
り
)
諮
問
問
の
「
代
」
で
あ
る
弟
永

興
が
「
身
障
」
と
称
し
て
御
馬
を
牽
か
な
か
っ
た
こ
と
が
手
え
句
。
ま
た
天
皮
四

年
一
一
一
月
二
日
左
馬
少
允
小
野
国
奥
と
い
う
人
物
が
御
馬
翠
進
扉
文
を
持
参
し

て
お
り
、
彼
は
の
ち
右
衛
門
少
尉
か
ら
右
馬
助
に
な
っ
て
い
る
h

こ
の
国
奥
は

諸
輿
・
永
興
と
「
輿
」
の
字
を
共
に
し
、
し
か
も
馬
察
官
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら



兄
弟
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
小
野
牧
別
当
小
野
一
族
は
、
牧
の

管
掌
に
よ
っ
て
、
運
送
・
軍
事
手
段
で
あ
る
馬
匹
を
掌
揮
す
る
と
と
も
に
国
街

と
も
密
着
し
、
毎
年
八
月
の
小
野
牧
駒
翠
の
儀
を
通
じ
て
中
央
と
恒
常
的
な
関

係
を
保
ち
、
さ
ら
に
は
一
族
を
中
央
の
馬
寮
・
衛
門
府
官
人
と
し
て
送
り
こ
む

な
ど
、
当
時
の
諸
国
有
力
武
勇
翠
に
通
有
す
る
性
格
を
も
っ
存
在
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
小
野
氏
が
、
後
の
武
蔵
七
党
の
う
ち
「
野
別
当
」
な
ど
と

⑬
 

称
す
る
横
山
党
に
発
展
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

次
に
相
模
押
領
使
橘
最
茂
は
乱
後
駿
河
守
に
な
っ
て
い
る
。
天
暦
元
年
(
九

四
七
)
七
月
一
一
一
二
日
右
衛
門
権
佐
藤
原
成
田
ら
が
伎
座
に
召
さ
れ
て
勘
閲
さ
れ

た
が
、
そ
の
理
由
は
「
依
下
段
河
守
橘
最
茂
愁
コ
下
彼
国
Jm勅
宣
旨
「
而
成
田
等

確
執
、
近
保
所
犯
之
露
顕
上
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
文
意
に
や
や
明
瞭

さ
を
欠
く
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
年
前
の
天
慶
五
年
六
月
駿
河
操
橘
近
保
が

駿
河
国
進
官
調
物
を
奪
取
し
て
検
非
違
使
に
捜
求
さ
れ
た
事
件
と
関
係
が
あ
る

と
思
わ
町
、
福
田
豊
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
橘
最
茂
を
「
橘
近
保
を
駿

@
 

河
採
に
推
し
て
い
る
の
で
そ
の
親
し
い
者
」
と
解
し
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
近

保
と
後
述
す
る
第
二
次
押
領
佼
遠
江
探
橘
遠
保
と
は
「
保
」
字
を
共
有
し
て
お

り
、
あ
る
い
は
兄
弟
か
も
し
れ
な
い
。
か
く
橘
最
茂
・
近
保
・
遠
保
ら
橘
氏
一

授
は
、
駿
河
・
遠
江
等
の
国
街
機
構
に
密
着
し
つ
つ
両
国
に
強
大
な
勢
力
を
扶

植
し
て
い
き
、
平
安
末
期
に
は
両
国
の
国
街
在
庁
機
構
を
掌
握
し
「
棟
梁
」
と

@
 

称
せ
ら
れ
る
大
武
士
団
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
に
上
野
押
領
使
藤
条
朝
臣
に
つ
い
て
福
田
氏
は
、
武
蔵
国
秩
父
牧
が
承
平

③
 

三
年
四
月
二
日
勅
旨
牧
に
な
っ
た
と
き
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
、
『
尊
卑
分
脈
』
に

「
上
野
介
従
五
位
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
藤
原
惟
条
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
私

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

も
氏
の
推
定
を
支
持
す
る
が
、
以
下
こ
の
推
定
を
い
っ
そ
う
確
実
に
し
て
み
よ

う
。
太
田
亮
氏
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
は
「
藤
条
」
な
る
氏
は
み
あ
た
ら
ず
、

ま
た
『
本
朝
世
紀
』
の
採
用
す
る
記
名
法
に
官
・
氏
・
姓
と
い
う
形
式
は
存
在

8
 

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
藤
条
に
は
氏
・
名
そ
れ
ぞ
れ
一
字
づ
っ
脱
落
し
て
い
る

と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
そ
れ
を
補
っ
て
上
野
権
介
藤
原
惟
条
朝
臣
と

推
定
し
て
み
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
官
・
氏
・
名
・
姓
と
い
う
表
記
法
に
な
り
、

『
本
朝
世
紀
』
の
一
貫
し
た
記
名
法
の
原
則
か
ら
絶
対
に
五
位
の
位
階
保
持
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
同
。
そ
し
て
彼
が
こ
の
時
期
五
位
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天

慶
二
年
二
月
一
一
二
日
、
「
勤
仕
秩
父
御
牧
別
当
之
上
助
国
用
」
と
の
理
由
で
「
叙

位
」
さ
れ
て
い
れ
」
と
か
ら
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
上
野
権
介
押

領
使
藤
条
朝
臣
を
秩
父
牧
別
当
藤
原
惟
条
と
す
る
福
田
氏
の
推
定
は
妥
当
と
み

て
よ
い
。
惟
条
の
従
兄
弟
国
幹
は
天
慶
三
年
正
月
二
七
日
相
模
介
に
補
せ
ら

@
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れ
、
同
二
月
八
日
征
東
副
将
軍
と
し
て
進
発
し
て
お
り
、
ま
た
惟
条
の
父
左
近

衛
中
将
言
行
と
越
前
・
加
賀
の
大
武
士
団
斎
藤
党
の
祖
鎮
守
府
将
軍
利
仁
と
は

従
兄
弟
の
関
係
に
あ
り
(
『
尊
卑
分
脈
』
)
、
と
も
に
「
替
力
過
v
人
、
甚
有
ニ
意

@
 

気
こ
と
称
さ
れ
た
「
武
芸
之
土
」
藤
原
高
一
房
の
孫
で
あ
る
。
か
か
る
武
勇
の
家

系
か
ら
出
た
惟
条
で
あ
る
か
ら
、
武
百
刀
輩
の
実
績
に
よ
っ
て
秩
父
牧
別
当
に
補

さ
れ
、
さ
ら
に
は
「
乱
逆
」
鎮
圧
の
た
め
押
領
伎
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
、
天
慶
二
年
六
月
九
日
に
配
置
さ
れ
た
東
国
押
領
使
の
う
ち
、
名
前
が

わ
か
る
三
人
に
つ
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
立
入
っ
て
そ
の
性
格
を
調
べ
て
み
た
。

そ
の
結
果
三
人
が
い
ず
れ
も
勅
旨
牧
別
当
・
任
用
国
司
等
と
し
て
国
街
機
構
に

密
着
し
、
中
央
政
府
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
国
内
有
力
武
勇
輩
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
か
く
の
如
く
、
中
央
政
府
は
坂
東
諸
国
の
中
心
的
武
勇
楚
を

七



王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

国
司

l
権
介
に
補
任
し
、
つ
い
で
押
領
伎
を
兼
帯
さ
せ
、
さ
ら
に
「
追
捕
官

符
」
を
発
給
し
て
「
群
盗
」
鎮
圧
を
命
じ
る
と
い
う
一
連
の
計
画
的
軍
事
的
対

応
に
よ
っ
て
、
東
国
「
乱
逆
」
を
効
果
的
に
鎮
定
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

伺

だ
が
第
一
次
押
領
使
は
、
天
慶
二
年
一
二
月
の
将
門
寧
に
よ
る
坂
東
全
域
の

軍
事
的
征
圧
(
国
司
追
放
・
国
街
掌
握
・
新
皇
就
任
・
官
長
補
任
)
の
段
階
で

粉
砕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か
か
る
鎮
圧
体
制
瓦
壊
の
危
機
の
な
か
で
、
翌
三
年

正
月
一
一
日
、
「
朱
紫
之
品
」
・
「
団
地
之
賞
」
の
勲
功
賞
を
約
束
し
て
「
憂
国

@
 

之
士
」
た
ち
に
将
門
追
討
を
訴
え
る
「
官
符
」
を
発
布
す
る
一
方
、
在
地
の
反

将
門
勢
力
糾
合
の
核
と
し
て
第
二
次
押
領
使
を
配
置
す
る
の
で
あ
る
。

倒
天
箆
三
年
正
月
十
四
日
、
今
日
有
ニ
小
除
目
事
「
橘
遠
保
以
下
八
人
、
任
-
Z奴

東
国
々
嫁
一
是
依
ニ
将
門
防
戦
賞
一
也
、
(
『
園
太
暦
』
延
文
五
年
正
月
一
日
条
)

伺
任
-
一
東
国
抜
八
人
「
乎
公
雅
等
也
、(『
本
朝
世
紀
』
天
慶
三
年
正
月
十
四
日
条
)

例
任
ニ
追
捕
凶
賊
使
等
「
(
『
日
本
紀
略
』
天
慶
三
年
正
月
十
四
日
条
)

〈
天
民
三
年
V

O
二
月
廿
九
日
、
辰
刻
、
飛
駅
使
参
上
、
申
云
、
坂
東
大
乱
主
平
将
門
、
於
ニ

下
総
国
「
為
ニ
押
領
使
藤
原
秀
郷
、
平
貞
盛
等
「
被
-
一
殺
害
一
了
、

(
『
師
守
記
』
貞
和
三
年
十
二
月
十
七
日
条
)

帥
以
ニ
下
野
抜
藤
原
秀
郷
一
叙
ニ
従
四
位
下
「
以
ニ
常
陸
按
平
貞
盛
一
叙
ニ
従
五
位

下
「
並
依
下
討
ニ
平
将
門
一
之
功
上
也
、(『
日
本
紀
略
』
天
慶
一
一
一
年
一
一
一
月
九
日
条
)

こ
の
一
連
の
史
料
の
う
ち
、

ω・
倒
お
よ
び
帥
か
ら
、
将
門
軍
の
圧
倒
的
勝

利
が
進
行
す
る
な
か
で
、
各
地
で
反
将
門
活
動
を
展
開
し
て
い
る
勢
力
の
中
心

八

的
存
在
八
人
を
「
将
門
防
戦
賞
」
と
し
て
東
国
抜
に
補
し
、
そ
の
中
に
下
野
嫁

@
 

藤
原
秀
郷
、
常
陸
嫁
平
貞
盛
、
平
公
雅
、
遠
江
按
橘
遠
保
ら
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
抜
補
任
と
同
じ
日
付
の

的
「
任
追
捕
凶
賊
使
」
で
あ
る
。
こ
の
追
捕
凶
賊
伎
が
、
東
海
道
藤
原
忠
釘
、

東
山
道
小
野
維
幹
、
山
陽
道
小
野
好
古
ら
「
道
」
単
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
追
捕
凶

@
 

賊
使
を
指
す
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
後
者
の
任
命
が
正
月
一
日
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
間
違
い
な
い
。
ま
た
追
捕
凶
賊
使
の
称
は
必
ず
し
も
正
規
の
称
と
し
て
確

立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
置
換
可
能
な
一
つ
の
表
現
法
に
す
ぎ
ず
、
固
定
的
に

理
解
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
た
と
え
ば
「
追
捕
凶
賊
佼
右
近
少
将
小
野
好

@
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古
」
の
場
合
、
他
に
「
征
南
海
賊
使
」
・
「
征
討
伎
」
・
「
追
捕
使
」
な
ど
区
々
混

8
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用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
追
討
凶
賊
使
権
少
弐
源
朝
巨
経
基
」
は
「
警
固
使
」

と
も
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
追
捕
凶
賊
伎
の
称
を
こ
の
よ
う
に
理
解
し

う
る
な
ら
、
仰
の
「
任
追
捕
凶
賊
使
」
は
以
下
に
述
べ
る
理
由
か
ら
東
国
抜
八

人
の
押
領
使
兼
帯
の
事
実
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

ま
ず
、
東
国
抜
を
任
じ
た
正
月
一
四
日
に
は
「
任
追
捕
凶
賊
使
」
以
外
、
乱

関
係
の
人
事
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
技
補
任
と
「
任
追
捕

凶
賊
佼
」
が
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

次
に
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
東
国
技
八
人
の
一
人
で
将
門
を
討
取
っ
た
下
野

採
藤
原
秀
郷
が
、
仰
に
よ
れ
ば
下
野
押
領
伎
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
(
私
は

ω

の
抑
領
伎
の
肩
書
は
平
貞
盛
に
も
か
か
る
と
解
し
て
い
る
。
同
じ
く
採
の
地
位

に
あ
る
二
人
の
う
ち
一
方
だ
け
押
領
使
を
冠
し
、
他
方
が
無
冠
で
登
場
す
る
の

は
不
自
然
で
あ
る
と
思
う
)
。
し
か
も
下
野
押
領
使
秀
郷
が
前
述
し
た
第
一
次
押

領
伎
の
一
員
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
後
者
が
「
介
」
に
よ
る
兼
帯
だ
っ
た



の
に
対
し
前
者
が
「
抜
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
さ
ら

に
見
逃
が
せ
な
い
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
承
元
三
年
(
一
二

O
九
)
小
山
朝
政

が
守
護
時
相
伝
の
根
拠
を
設
祖
笠
沢
以
来
の
押
領
使
聡
相
伝
の
事
実
に
求
め
た

さ
い
、
「
秀
郷
朝
臣
天
度
三
年
更
賜
-
官
符
こ
を
根
拠
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る

e
 

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
秀
郷
の
押
領
使
補
任
が
天
慶
三
年
で
あ
り
、

同
二
年
六
月
に
補
任
さ
れ
た
第
一
次
押
領
使
に
つ
ら
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
か
く
将
門
軍
鋲
圧
を
任
務
に
い
っ
せ
い
に
補
任
さ
れ
た

東
国
技
八
人
の
う
ち
の
一
人
秀
郷
が
押
領
伎
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
然

他
の
七
人
も
同
じ
よ
う
に
押
領
伎
を
兼
帯
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な

、。
以
上
述
べ
た
理
由
か
ら
、
京
国
技
補
任
と
同
日
の
「
任
追
捕
凶
賊
佼
」
は
、

実
は
京
国
技
に
補
さ
れ
た
人
人
の
武
勇
輩
に
よ
る
押
領
使
兼
帯
に
他
な
ら
な
い

と
推
断
で
き
よ
う
。
秀
郷
が
押
領
使
に
補
さ
れ
た
「
天
慶
三
年
官
符
」
と
は
、

厳
密
に
い
え
ば
「
天
民
三
年
正
月
十
四
日
官
符
」
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
論
証
に
ま
ち
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
こ
で
も
政
府
は
「
追
討
官
符
」

で
将
門
追
討
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
在
地
の
反
将
門
勢
力
の
中
核
分
子
で

あ
る
有
力
武
勇
輩
八
人
(
秀
郷
・
貞
盛
・
公
雅
・
遠
保
ら
)
を
東
国
採
に
補

し
、
同
時
に
押
領
使
を
兼
帯
さ
せ
る
と
い
う
一
連
の
計
画
的
な
軍
事
的
対
応
措

置
(
第
一
次
押
領
使
配
置
と
は
順
序
こ
そ
ち
が
う
も
の
の
基
本
的
に
同
一
形
式

の
対
応
)
を
と
り
、
か
か
る
将
門
軍
包
囲
網
の
再
形
成
に
よ
っ
て
将
門
側
勢
力

の
各
個
撃
破
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
医
大
な
研
究
史
に
よ
っ
て
論
じ

っ
く
さ
れ
て
い
る
こ
の
第
二
次
押
領
使
た
ち
の
経
歴
・
性
格
に
つ
い
て
は
多
一
一
目

す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
な
お
将
門
の
乱
の
場
合
も
、
対
象
地
域
の
国
街
の
軍

王
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事
行
政
(
中
央
と
の
緊
急
連
絡
、
馬
匹
・
人
夫
・
武
器
の
調
達
、
首
級
進
上
な

ど
)
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
本
章
で
は
、
天
慶
の
乱
の
鎮
圧
主
体
が
一
国
単
位
に
配
置
さ
れ
た
「
凶

党
」
追
捕
機
関

1
軍
事
指
揮
官
た
る
押
領
使
(
純
友
の
乱
で
は
警
固
使
も
)
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
将
門
の
乱
で
は
、
将
門
の
活
動
が
公
然
化
し

た
天
慶
二
年
六
月
と
坂
東
を
「
虜
掠
」
し
た
同
三
年
正
月
の
二
度
に
わ
た
っ

て
、
押
領
使
が
配
置
さ
れ
た
と
い
う
知
見
を
提
示
し
た
。
諸
国
追
捕
使
が
永
続

的
制
度
と
し
て
体
制
化
す
る
画
期
は
、
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
天
暦
初
年
ご
ろ

で
あ
る
が
、
個
別
反
乱
鎮
圧
の
た
め
の
方
式
と
し
て
は
す
で
に
天
慶
の
乱
の
時

期
に
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

註
①
将
門
の
乱
に
お
け
る
押
領
使
の
問
題
に
言
及
し
た
研
究
に
、
吉
田
品

「
将
門
の
乱
に
関
す
る
こ
・
三
の
問
題
」
〈
日
本
史
研
究
印
〉
、
井
上
満
郎

「
押
領
使
の
研
究
」
(
日
本
史
研
究
川
)
が
あ
る
。

②
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
十
月
廿
一
一
一
日
条

③
井
上
満
郎
「
平
安
時
代
の
追
捕
使
」
〈
古
文
書
研
究
2
)
、
戸
田
芳
実
「
国

街
軍
制
の
形
成
過
程
」
(
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
)
、
林
陸
朗
『
古
代

末
期
の
反
乱
』
一
八
四
J
五
頁

④
『
貞
信
公
記
抄
』
天
慶
三
年
正
月
廿
日
条

③
『
扶
桑
略
記
』
天
慶
三
年
十
一
月
廿
一
日
条

@
『
師
守
記
』
(
裏
書
)
天
箆
三
年
八
月
廿
八
日
条

⑦
『
日
本
紀
略
』
天
慶
三
年
十
二
月
十
九
日
条

③
『
日
本
紀
略
』
天
慶
四
年
二
月
九
日
、
十
日
条

九
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⑥
⑬
『
師
守
記
』
(
裏
書
)
天
慶
三
年
九
月
二
目
、
四
年
正
月
廿
一
日
条

⑪
前
註
⑤
に
同
じ

@
た
だ
し
第
一
次
史
料
で
は
な
い
が
、
「
予
章
記
」
(
『
新
校
群
書
類
従
』

巻
十
七
合
戦
部
)
に
「
越
智
郡
押
領
使
好
方
」
、
『
系
図
築
要
』
(
号
外
九
)

大
伴
宿
称
姓
大
伴
能
行
の
項
に
「
大
田
押
領
佼
、
天
慶
二
年
、
征
伐
賊
子

西
国
」
が
み
え
る
。

@
そ
れ
ぞ
れ
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
十
一
月
五
日
条
、
前
註
⑤
に
同
じ
、

『
貞
信
公
記
抄
』
天
慶
三
年
四
月
六
日
条
、
同
二
月
廿
六
日
条

@
『
政
事
要
略
』
(
巻
廿
三
年
中
行
事
八
月
下
)
太
政
官
符
武
蔵
国
司

@
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条

@
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条

@
『
日
本
紀
略
』
天
徳
二
年
四
月
廿
六
日
条

⑮
小
野
諸
興
に
つ
い
て
は
、
土
田
直
鎮
「
平
安
中
期
の
武
蔵
国
司
」
(
『
府

中
市
史
史
料
集
』
口
)
に
詳
し
い
。

⑬
『
日
本
紀
略
』
同
日
条

@
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
五
年
六
月
品
川
日
条

@
「
王
朝
軍
事
機
構
と
内
乱
」
(
欝
『
日
本
歴
史
』
古
代
4
)

@
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
当
該
項
、
な
お
、
『
吾
妻
鏡
』
治
承
四

年
十
月
一
日
条
に
「
当
国
目
代
機
遠
茂
催
ニ
遠
江
駿
河
両
国
之
軍
土
「
儲
二

子
興
津
之
辺
乙
と
あ
り
、
『
古
記
』
治
承
四
年
十
一
月
二
日
条
に
は
「
以

一
国
勢
二
千
余
騎
、
畑
一
判
明
付
令
寄
甲
州
」
と
み
え
る
。

@
『
政
事
要
略
』
(
巻
廿
三
年
中
行
事
八
月
下
)
太
政
官
符
武
蔵
国
司

@
@
土
田
直
鎮
「
平
安
中
期
に
於
け
る
記
録
の
人
名
表
記
法
」
(
日
本
歴

O 

史

η)

@
『
貞
信
公
記
抄
』
同
日
条
、
「
助
国
用
」
の
文
言
か
ら
、
こ
の
叙
位
は

栄
爵
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
五
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な

お
、
竹
内
理
一
ニ
「
成
功
・
栄
爵
考
」
(
『
律
令
制
と
貴
族
政
権
』
第
E
部
所

収
〉
参
照
。

@
『
類
家
符
宣
抄
』
巻
八

⑧
『
扶
桑
略
記
』
同
日
条

⑧
『
文
徳
実
録
』
仁
寿
二
年
二
月
廿
五
日
条
、
九
世
紀
の
「
ぬ
卒
伝
」
に

「
武
芸
之
土
」
の
語
が
散
見
す
る
。

@
『
本
朝
文
粋
』
天
慶
三
年
正
月
十
一
日
官
符

@
『
吾
妻
鏡
』
嘉
蹴
二
年
二
月
廿
二
日
条
に
「
就
中
遠
江
採
遠
保
承
勅
定

討
取
当
国
賊
徒
純
友
」
と
み
え
る
。

@
『
日
本
紀
略
』
同
日
条

@
『
師
守
記
』
(
哀
書
)
天
皮
三
年
九
月
二
日
条

@
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
紀
略
』
天
慶
四
年
五
月
十
九
日
丸
山
、
同
八
月
七
日

条
、
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条

@
⑪
『
本
朝
世
紀
』
天
皮
四
年
十
一
月
廿
九
日
条

@
『
吾
妻
鏡
』
承
元
三
年
十
二
月
十
五
日
条

、
延
喜
元
年
「
東
国
乱
」
と
押
領
使
の
成
立

付

前
章
史
料
倒
の
「
但
以
ニ
五
位
一
充
例
可
v
勘
」
の
文
言
は
、
国
単
位
に
押
領

伎
を
配
置
し
反
乱
を
鋲
圧
す
る
方
式
が
天
皮
二
年
に
は
じ
め
て
創
出
さ
れ
た
も



の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
に
「
例
」
と
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
端

的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
承
平
六
年
(
九
一
一
一
六
)
六
月
伊
予
守
に
補

任
さ
れ
る
と
と
も
に
「
兼
行
追
摘
さ
と
い
う
任
務
を
与
え
ら
れ
た
紀
淑
畑
、

同
じ
く
承
平
六
年
「
可
v
追
引
捕
海
賊
一
之
由
宗
ニ
宣
旨
乙
っ
た
前
伊
予
技
藤
原

純
友
、
あ
る
い
は
承
平
七
年
一
一
月
五
日
「
介
良
兼
扱
涼
護
弁
段
平
点
盛
公
雅

公
誕
支
出
文
、
九
常
陸
国
堅
守
」
を
「
追
捕
」
す
べ
き
「
官
符
」
を
蒙
っ
た
平

将
門
な
ど
、
そ
の
名
称
は
と
も
か
く
事
実
上
の
押
領
伎
を
示
す
貴
重
な
例
証
と

み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
で
は
、
反
乱
鎮
圧
の
た
め
押
領
伎
を
国
単
位
に
配
置
す
る
「
例
」
は
、

い
つ
い
か
な
る
状
況
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ
と
に
こ

の
こ
と
を
直
接
明
示
す
る
史
料
は
全
く
無
い
。
そ
こ
で
や
や
観
点
を
か
え
て
、

天
箆
二
・
三
年
の
非
常
事
態
の
な
か
で
、
中
央
政
府
が
乱
鎮
圧
に
直
接
・
間
接
に

関
わ
っ
て
い
る
政
策
や
儀
式
の
総
体
を
い
つ
の
「
例
」
に
依
拠
し
て
行
っ
て
い

る
か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
て
、
こ
の
問
題
を
解
く
手
懸
り
を
見
出
し
た
い
。

さ
て
、
天
慶
二
年
五
月
一
五
日
(
乱
鎮
圧
の
た
め
「
東
国
介
」
を
補
任
し
た
日

の
前
日
)
、
政
府
は
「
東
国
西
国
群
賊
惇
乱
事
」
に
よ
っ
て
「
諸
社
弁
東
海
東
山

両
道
明
神
」
に
臨
時
幣
吊
伎
を
奉
遺
し
た
V
に
の
幣
吊
使
奉
泣
は
「
去
延
喜
元

年
二
月
京
国
乱
、
承
平
五
年
六
月
南
海
賊
之
等
時
例
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
同
日
、
内
裏
南
面
の
正
門
建
礼
門
に
お
い
て
大
紋
が
行
わ
れ
た
が
、
こ

れ
も
ま
た
「
延
菩
元
年
二
月
例
」
に
依
拠
し
て
い
向
。
つ
い
で
六
月
一
日
に
は

「
坂
東
謀
逆
」
に
よ
り
諸
社
十
五
寺
に
お
い
て
仁
王
経
読
経
が
行
わ
れ
、
一
方

法
琳
寺
で
は
太
元
帥
法
臨
時
御
修
法
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
依
拠
し
た
「
例
」

z

、

に
つ
い
て
明
-
証
は
な
い
も
の
の
、
『
醍
醐
寺
縁
起
』
に
「
五
大
堂
、
延
守
口
御
願
、
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円将〉

為
朝
敵
降
服
造
営
之
、
其
後
承
平
之
正
門
調
伏
之
時
、
本
尊
所
持
之
剣
血
現
云

々
」
と
あ
り
、
ま
た
法
琳
寺
で
は
昌
泰
四
年

(
1延
喜
元
年
)
一
一
月
一
一
一
一
日
か

ら
「
坂
東
調
伏
」
の
た
め
太
元
御
修
法
が
修
せ
ら
れ
て
お
旬
、
こ
れ
ら
も
ま
た

延
喜
元
年
の
「
例
」
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
み
て
ま
ず
誤
り
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
六
月
七
日
、
武
蔵
介
源
経
基
の
密
告
に
よ
り
推
問
密
告
使
を
決
定
し
た

と
き
の
陣
定
で
、
太
政
大
臣
忠
平
が
大
外
記
公
忠
に
「
密
告
弁
群
賊
事
」
に
よ

っ
て
「
推
問
追
捕
使
」
を
派
近
し
た
「
例
」
を
諮
問
し
た
と
こ
ろ
、
公
忠
は

「
昌
泰
二
年
、
延
喜
元
年
四
月
等
例
」
を
勘
申
し
向
。
そ
の
二
日
後
、
忠
平
は

経
基
禁
獄
、
推
問
使
官
符
の
作
成
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
先
に
任
じ
た
「
東
国

介
」
た
ち
に
「
以
ニ
五
位
-
充
例
」
を
考
慮
し
つ
つ
押
領
伎
を
兼
帯
さ
せ
る
よ
う

⑨
 

指
示
し
た
の
で
あ
る
。

将
門
が
坂
東
諸
国
を
「
虜
絞
」
し
、
「
謀
反
」
が
公
然
化
し
た
翌
天
慶
三
年
正
月

六
日
、
寸
東
西
之
兵
乱
」
を
平
定
せ
ん
が
た
め
五
畿
七
道
名
神
等
に
階
一
等
を
加

増
し
お
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
以
舗
の
同
時
昇
叙
の
最
も
近
い
例
は
、
寛
平
九
年
一

二
月
一
一
三
日
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
醍
醐
即
位
の
栄
典
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
じ
醍
醐
即
位
の
年
の
伊
勢
神
郡
寄
進
の
理
由
が
、
一
方

⑬
 

で
「
兵
乱
」
平
定
で
あ
っ
た
け
」
と
、
ま
た
延
喜
平
函
改
元
の
A
W
勢
以
下
入
社
奉

幣
に
お
い
て
「
諸
国
疫
病
群
盗
事
」
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ

ば
、
即
位
に
よ
る
同
時
昇
叙
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
「
兵
乱
」

平
定
を
含
ん
で
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
つ
ま
り
天
慶
三

年
正
月
「
兵
乱
」
鎮
定
の
た
め
の
神
階
同
時
昇
叙
は
、
寛
平
九
年
の
「
例
」
に
依

拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
二
月
一
一
日
の
列
見
(
長
上

・
番
上
官
で
六
位
以
下
に
叙
す
候
補
者
の
成
績
審
査
)
で
は
、
大
臣
が
朝
所
で
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見
参
を
み
た
だ
け
で
、
「
宴
隠
両
座
」
(
儀
式
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
)
は
「
兵

乱
」
の
た
め
「
呂
泰
四
年

(
1延
喜
元
年
)
例
」
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
で
同
月
一
一
六
日
、
反
乱
地
域
諸
国
か
ら
の
「
飛
駅
儀
」

(
1緊
急
報
告
)
の

処
理
手
順
に
疑
問
を
い
だ
い
た
権
中
納
言
藤
原
師
輔
は
、
職
御
曹
司
で
辺
見
平

日
日
泰
延
菩
等
日
記

(
1殿
上
日
記
占
」
を
調
べ
て
陣
定
に
出
席
し
て
い
る
。
さ

ら
に
八
月
二
七
日
に
は
「
組
逆
」
鎮
定
の
た
め
伊
勢
国
員
弁
郡
を
伊
勢
神
宮
に

神
郡
と
し
て
寄
進
し
て
い
る
。
こ
れ
も
明
一
託
は
な
い
も
の
の
、
寛
平
九
年
九
月

二
日
、
「
兵
乱
」
平
定
の
た
め
伊
勢
国
飯
野
郡
を
寄
進
し
た
と
拘
の
「
例
」

に
依
拠
し
た
と
み
て
間
違
い
な
い
と
思
う
。
な
お
以
上
の
叙
述
を
整
理
す
れ
ば

下
段
の
〔
表
〕
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
紹
介
し
た
事
例
に
よ
っ
て
、
天
慶
二
年
夏
お
よ
び
天
慶
三
年
春
を
中
心

に
、
政
府
が
乱
鋲
圧
の
た
め
に
行
っ
た
諸
政
策
や
そ
の
手
続
、
ま
た
奉
幣
・
大

放
・
太
元
帥
臨
時
御
修
法
・
仁
王
経
転
読
・
神
階
昇
叙
・
神
郡
寄
進
な
ど
の
調

伏
祈
願
、
あ
る
い
は
乱
で
影
響
を
蒙
っ
た
儀
式
の
手
続
な
ど
の
多
く
が
、
延
喜

元
年
「
東
国
乱
」
を
中
心
と
す
る
寛
平
・
昌
泰
・
延
喜
の
「
例
」
に
依
拠
し
て

行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
天
慶
二

年
六
月
九
日
反
乱
鎮
圧
の
た
め
に
第
一
次
押
領
伎
を
設
置
す
る
根
拠
と
な
っ
た

「
以
-
主
位
一
充
例
」
が
、
他
の
「
例
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
延
菩
元
年
「
東

国
乱
」
の
時
期
の
「
例
」
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
結
論
を
引
出
し
う
る
と
思

う
。
す
な
わ
ち
、
国
街
軍
制
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
る
押
領
使
は
、
律
令
国
家
か

ら
王
朝
国
家
へ
の
ち
ょ
う
ど
転
換
期
に
あ
た
る
延
喜
元
年
「
東
国
乱
」
を
契
機

に
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
政
策
的
に
設
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
時
期
に
東
国
に
配
置
さ
れ
た
押
領
使
の
実
例
は
皆
無
で
あ

将門の乱鋲圧に関する政策・儀式の依拠した「例」

年・月・日 | 事 柄 目 的 | 依拠した「例」

天慶2. 5.15 時諸社奉幣・東使海東山両道明神臨 東乱事国西国群紋惇 延喜1.2

5.15 建礼門大放 同 上 同上

6. 1 諸社・十五寺仁王経読経 坂東謀逆 (延喜1ヵ)

6. 1 法琳寺大元帥臨時御修法 同 上 (延喜1.2・13)

6. 7 推問密告伎の派遣 密告弁群賊事 昌泰2，延喜1.4

6. 9 押領使任命

天廃3. 1. 6 五銭七道名神同時昇叙 東西之兵乱 (寛平9.12・13)

2.11 列見の宴隠両座の中止 兵乱 延喜1

2.26 飛駅伝の例の調査 寛平・昌泰・延喜

8.27 伊勢神郡寄進 乱逆 (寛平9.9.11)

CfHi考〉依拠した「例」の項の( )は，明証はないものの本文で論証した結論を
記したものでゐる。

〔表〕



る
。
し
か
し
先
学
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
寛
平
J
延
立
同
年
間
の
「
軍
事
長
族
」
東

国
配
置
政
策
が
、
ち
ょ
う
ど
本
立
で
明
ら
か
に
し
た
押
領
伎
の
配
置
時
期
と
重

な
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
先
学
が
「
軍
事
長
族
」
東
国

配
位
と
把
位
し
た
事
象
こ
そ
、
実
に
東
国
国
司
に
よ
る
押
領
使
兼
帯
を
示
す
も

の
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
藤
原
秀
知
の
祖
父
下
野
少
技
笠
沢
が
押
領
伎
で

@
 

あ
っ
た
こ
と
が
子
孫
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の

時
期
設
置
さ
れ
た
押
領
伎
の
唯
一
の
例
証
と
い
え
る
(
若
干
時
期
に
問
題
を
残

す
が
)
。
ま
た
、
さ
し
た
る
根
犯
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
押
領
佼
を
兼
帯

し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
人
物
と
し
て
、
寛
平
元
年
に
平
姓
を
賜
り

3
 

そ
の
後
上
総
介
に
補
任
さ
れ
た
平
高
望
、
延
喜
年
間
上
野
介
・
上
総
介
・
武
蔵

守
を
歴
任
し
、
下
野
国
高
坐
山
の
「
犠
の
ご
と
く
に
あ
つ
ま
り
て
千
人
党
を
結

。

ベ
」
る
「
群
盗
」
を
「
誌
罰
宣
旨
」
に
よ
っ
て
鎮
圧
し
た
藤
原
利
仁
、
延
喜
五

年
武
蔵
国
秩
父
牧
司
と
し
て
登
場
し
、
同
一

O
年
武
蔵
権
少
援
、
一
一
年
介
、
一

喜

八
年
守
に
補
任
さ
れ
た
高
向
利
春
ら
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

伺

で
は
押
領
使
配
置
の
「
例
」
の
出
発
点
に
な
っ
た
延
菩
元
年
「
東
国
乱
」
と

は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
た
内
容
と
性
格
を
有
す
る
乱
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
坂
東
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
群
盗
蜂
起
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ

@
 o
 

h
片
ノ

坂
東
諸
国
の
群
浴
蜂
起
は
貞
観
年
聞
か
ら
活
発
化
し
て
く
る
が
、
か
か
る
蜂

起
が
特
定
の
首
領
に
組
織
さ
れ
、
強
力
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
寛
平

年
間
で
あ
る
。
寛
平
元
年
に
起
っ
た
「
東
国
賊
首
」
物
部
氏
永
の
蜂
起
は
、
昌
泰

@
 

年
間
に
鎮
圧
さ
れ
る
ま
で
約
一

O
年
か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
蜂
起
は
さ
ら
に
六

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

年
後
の
寛
平
七
年
、
「
坂
東
諸
国
宮
豪
之
翠
」
の
「
倣
馬
之
党
」
に
よ
る
大
規
模

な
蜂
起
へ
と
発
展
し
、
昌
泰
三
年
上
野
碓
氷
関
・
相
模
足
柄
関
に
偵
還
を
置
く

こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
は
鎮
静
し
た
か
に
み
え
た
が
、
同
年
武
蔵
で
新
た
な

8
 

「
強
盗
蜂
起
」
が
あ
り
、
そ
し
て
翌
延
喜
元
年
、
将
門
の
乱
鎮
圧
の
先
例
と
さ

れ
る
ほ
ど
の
規
模
と
深
刻
さ
を
有
す
る
「
東
国
乱
」
(
信
設
・
甲
斐
・
武
蔵
お
よ
び

@
 

上
野
を
中
心
と
す
る
)
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
東
国
で
は
そ
の
後

も
反
国
街
蜂
起
が
あ
い
つ
ぐ
。
延
喜
二
年
九
月
越
前
で
国
守
紀
有
世
が
藤
原
有

g
 

度
に
襲
撃
さ
れ
、
同
月
駿
河
国
富
士
郡
「
官
A
己
が
群
盗
の
た
め
に
焼
亡
さ

@
 
れ
、
五
年
一

O
月
に
は
飛
弾
で
国
守
藤
原
辰
忠
と
そ
の
妻
子
が
「
凶
党
」
に
殺

@
 

害
さ
れ
て
い
る
。
九
年
に
は
下
総
で
国
守
菅
原
景
行
を
一
方
の
当
事
者
と
す
る

。

「
騒
乱
」
が
あ
り
、
一
五
年
今
度
は
上
野
で
大
探
藤
原
遠
江
と
結
合
し
た
上
毛

@
 

野
基
宗
・
貞
並
ら
の
た
め
に
介
藤
原
厚
裁
が
殺
害
さ
れ
、
二
ハ
年
下
野
で
藤
原

@
 

秀
郷
の
一
党
が
流
罪
に
処
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
重
大
事
件
を
お
こ
し
、
さ
ら
に
一

九
年
武
蔵
前
権
介
源
仕
が
官
物
掠
奪
・
官
舎
焼
亡
・
国
府
襲
撃
の
末
、
国
守
高

@
 

向
利
春
を
攻
撃
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

以
上
概
観
し
た
克
平
元
年
か
ら
延
菩
元
年
「
東
国
乱
」
を
経
て
延
喜
末
年
に

到
る
ま
で
の
群
盗
蜂
起
状
況
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
将
門
の
乱
の
前
提
と
し
て

@
 

注
目
さ
れ
、
近
年
で
は
王
朝
国
家
へ
体
制
転
換
ぜ
し
め
た
動
因
の
一
つ
と
し
て

@
 

再
評
価
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
多
角
的
に
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
で
あ

@
 
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
乱
の
も
つ
、
体
制
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
政
策
の

遂
行
に
当
然
随
伴
す
る
在
地
諸
勢
力
の
組
織
的
反
発
と
い
う
側
面
に
着
目
し
、

押
領
使
設
置
が
か
か
る
反
発
を
抑
圧
し
つ
つ
体
制
転
換
を
実
現
す
る
た
め
の
不

可
欠
の
軍
事
的
対
応
l
「
軍
制
改
革
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
論
点
を
提



王
朝
国
家
国
街
中
平
制
の
成
立
(
下
向
井
)

示
し
た
い
。

さ
て
、
寛
平
J
延
菩
年
間
の
群
盗
蜂
起
の
特
徴
と
し
て
当
面
指
摘
で
き
る
点

は
、
第
一
に
蜂
起
の
中
心
勢
力
が
「
俄
馬
之
党
」

1
武
装
運
送
業
者
集
団
の
一

面
を
も
っ
「
坂
東
諸
国
富
豪
之
輩
」
で
あ
っ
た
こ
と
(
そ
れ
ゆ
え
「
東
国
乱
」

の
中
心
地
域
が
「
牧
」
の
集
中
す
る
信
波
・
武
蔵
・
甲
斐
・
上
野
の
回
目
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
)
、
第
二
に
蜂
起
の
リ
ー
ダ
ー
が
任
用
国
司
・
前
任
国
司
の
場

合
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
第
三
に
闘
争
形
態
か
ら
い
え
ば
、
官
物

掠
奪
・
官
舎
焼
亡
・
国
府
襲
撃
・
官
長
殺
害
な
ど
、
一
貫
し
て
反
国
街
闘
争
と

し
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
群
盗
蜂
起
の
か
か
る
特
徴
は
、
以
下
に
述

べ
る
転
換
期
の
諸
政
策
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
外
国
に
「
留
住
」
す
る
京
貫
人
庶
王
臣
子
孫
や
諸
司
諸
家
に
託
仕

す
る
「
富
豪
之
輩
」
に
対
す
る
、
国
司
の
行
政
的
支
配
権
の
強
化
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
威
権
」
を
背
景
と
す
る
彼
ら
の
国
務
対
拝
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
国
街

行
政
の
統
一
性
を
回
復
し
、
貢
納
物
を
確
保
す
る
た
め
に
、
彼
ら
の
身
分
を
基

本
的
に
承
認
し
た
う
え
で
官
物
勘
納
・
公
役
差
科
・
訴
訟
弁
定
を
中
心
と
す
る

国
街
の
行
政
支
配
に
全
一
的
に
服
従
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
旬
。
坂
東

諸
国
で
も
当
然
こ
の
政
策
は
実
施
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
制
度
上
の

特
権
と
「
威
権
」
を
背
景
に
「
公
役
」
を
拒
否
し
て
き
た
「
坂
東
諸
国
宮
家
之

輩
」
に
対
し
、
国
街
は
「
禁
制
官
符
」
を
楯
に
あ
る
い
は
綱
領
に
差
科
し
犯
用

官
物
を
厳
し
く
摂
納
さ
せ
、
あ
る
い
は
強
い
姿
勢
で
収
納
に
臨
み
未
進
を
徴
納

@
 

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
か
か
る
国
街
支
配
権
強
化
に
対
す
る

「
坂
東
諸
国
富
豪
之
輩
」
の
反
発
が
群
盗
蜂
起
と
い
う
形
態
を
と
旬
、
さ
ら
に

は
延
喜
元
年
「
東
国
乱
」
に
帰
結
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
延
立
同
年
間
の
蜂
起

四

が
、
国
司
殺
害
・
官
舎
焼
亡
・
官
物
掠
奪
な
ど
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
は
、

上
記
の
情
勢
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
国
司
在
任
中
の
欠
負
填
納
に
対
す
る
中
央
政
府
の
厳
し
い
責
任
追

d
の
問
題
が
あ
る
。
昌
泰
二
年
に
は
「
諸
国
未
v
得
ニ
解
曲
一
之
者
、
惣
有
二
五
十

人
こ
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
政
府
は
一
方
で
国
司
の
部
内
支
配
権
を
強
化

し
て
い
く
反
面
、
欠
負
浜
納
を
厳
し
く
要
求
し
、
そ
の
結
果
右
の
如
き
状
況
が

生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
政
府
の
方
針
は
こ
の
時
期
の
会
赦
政
策
に
も
す

る
ど
く
表
わ
れ
て
い
る
。

天
長
以
住
者
、
赦
後
在
任
之
吏
赦
前
雑
怠
、
皆
令
v
会
v
赦
、
承
和
以
降
、

寛
平
以
往
者
、
或
赦
免
、
或
拘
煩
、
勘
判
之
旨
頗
為
ニ
不
定
「

h
r
ニ
骨
平
わ
-

至
ニ
子
近
わ

(
l延
喜
十
三
年
三
全
以
拘
留
、
不
v
令
v
会
v
i山、

す
な
わ
ち
こ
の
一
節
に
よ
れ
ば
、
究
平
末
年
か
ら
延
菩
年
間
に
わ
た
っ
て
「
赦

後
在
任
之
吏
」
の
「
赦
前
雑
怠
」
を
厳
し
く
「
拘
留
」
し
、
坂
納
さ
せ
る
と
い

う
政
策
が
継
続
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
解
由
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に

「
留
住
」
す
る
前
司
と
、
在
任
中
の
欠
負
を
執
劫
に
追
徴
す
る
後
司
と
の
聞
に

深
刻
な
対
立
が
生
じ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
延
喜
年
間
の
反
国
街
蜂
起
に
前

司
が
現
任
国
司
を
攻
撃
す
る
例
が
み
ら
れ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
背
景
を
想
定

し
て
は
じ
め
て
リ
ア
ル
に
認
識
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
国
司
官
長
へ
の
権
力
集
中
と
任
用
国
司
の
国

務
権
限
か
ら
の
政
外
と
い
う
か
た
ち
で
遂
行
す
る
、
国
街
絞
格
の
変
質
の
問
題

@
 

が
あ
る
。
官
長
へ
の
権
力
集
中
に
よ
っ
て
、
従
来
任
用
国
司
に
よ
っ
て
分
担
さ

れ
て
い
た
検
田
・
収
納
・
校
断
等
の
個
々
の
国
務
は
、
官
長
に
忠
実
な
従
者

(
1従
類
・
郎
等
)
や
国
街
雑
色
人

(
l在
庁
官
人
)
に
よ
っ
て
分
掌
さ
れ
る



@
 

よ
う
に
な
り
、
徐
々
に
固
有
の
権
限
を
剥
奪
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
任
用
国
司
が
官

@
 

長
に
反
抗
す
る
と
い
う
事
態
は
か
な
り
一
般
的
に
展
開
し
て
い
た
。
寛
平
J
延

菩
の
東
国
に
お
け
る
群
盗
蜂
起
が
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
角
に
任
用
国
司
を
含

ん
で
い
る
の
は
か
か
る
情
勢
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

以
上
で
祝
括
し
た
転
投
期
に
お
け
る
国
街
支
配
の
機
格
上
・
政
策
上
の
動
向

が
筏
合
的
要
因
と
な
っ
て
、
寛
平
J
延
菩
の
「
坂
東
諸
国
宮
家
之
輩
」
に
よ
る

未
曽
有
の
反
国
街
武
装
蜂
起
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
政
府
は
こ

の
一
連
の
蜂
起
を
体
制
転
換
の
遂
行
過
程
で
い
わ
ば
不
可
避
的
に
経
験
し
た
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
蜂
起
を
抑
圧
す
る
た
め
の
国
街
軍
事

力
強
化
政
策
が
、
他
の
国
制
改
草
に
関
わ
る
諸
政
策
に
間
伴
す
る
の
は
当
然
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
軍
事
力
強
化
政
策

l
「
軍
制
改
革
」
こ
そ
、
延
喜

元
年
ご
ろ
の
東
国
へ
の
抑
領
伎
配
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
①
『
日
本
紀
略
』
承
平
六
年
六
月
来
日
条
、
な
お
「
士
口
今
和
歌
集
目
録
」

(
『
新
校
群
宍
類
従
』
巻
十
三
和
歌
部
)
に
よ
れ
ば
「
六
年
五
月
廿
六
日

依
v
為
ニ
追
捕
南
海
道
伎
一
任
ニ
伊
予
守
兼
左
衛
門
権
佐
己
と
み
え
る
。

②
『
本
朝
世
紀
』
天
箆
二
年
十
二
月
廿
一
日
条

③
『
将
門
記
』

@
『
本
朝
世
紀
』
同
日
条

⑤
『
貞
信
公
記
抄
』
同
日
丸
山
、
『
本
朝
世
紀
』
天
康
二
年
五
月
十
九
日
条
、

『
柳
原
家
記
録
』
百
九
「
太
元
雑
々
記
」
(
『
大
日
本
史
料
』
第
一
一
制
之

六
四
五
四
頁
)
。
な
お
太
一
克
帥
法
は
、
兵
卒
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

を
主
目
的
と
す
る
護
国
修
法
で
あ
り
、
成
立
時
に
お
い
て
は
新
羅
の
外
圧

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

除
去
を
多
分
に
立
設
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一

O
世
紀
に
な
る
と
国
内

の
「
敵
」
を
鎮
圧
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば
修
せ
ら
れ
た
(
速
水
筒
『
平
安

貴
族
社
会
と
仏
教
』
第
一
章
第
二
節
四

O
J四
一
頁
、
佐
伯
有
清
「
九
世

紀
の
日
本
と
朝
鮮
」
『
日
本
古
代
の
政
治
と
社
会
』
所
収
)
。

@
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
七
五
九
六
頁

⑦
『
柳
原
家
記
録
』
百
九
「
太
元
雑
々
記
」
(
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之

二
八
四
九
頁
)

③
『
木
朝
世
紀
』
同
日
条

⑨
『
貞
信
公
記
抄
』
天
慶
二
年
六
月
九
日
条

⑬
『
師
守
記
』
(
哀
主
同
)
同
日
条

⑪
『
日
本
紀
略
』
同
日
条

⑫
宮
地
直
一
「
諸
神
同
時
昇
叙
の
研
究
」
(
史
学
雑
誌
ロ
1
9
-
U
)
、
林

陸
朗
「
官
社
制
度
と
神
階
」
(
国
学
院
雑
誌
日
l
2
)

@
『
日
本
紀
略
』
寛
平
九
年
九
月
十
一
日
条

⑬
『
日
本
紀
略
』
延
喜
元
年
八
月
廿
九
日
条

@
『
北
山
抄
』
巻
七
定
考
事

@
『
九
条
殿
記
』
同
日
条
(
橋
本
義
彦
「
九
条
殿
↓
記
の
逸
文
」
『
平
安
食

族
社
会
の
研
究
』
所
収
)

@
『
扶
桑
略
記
』
同
日
条

⑬
前
註
@
に
同
じ

⑪
『
吾
妻
鏡
』
承
元
三
年
十
二
月
十
五
日
条

@
「
平
家
勘
文
録
」
(
『
続
群
書
類
従
』
巻
十
九
下
)

@
『
尊
卑
分
脈
』
、
「
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
」
(
『
続
群
書
類
従
』
巻
十
七
上
)

一
五
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@
『
西
宮
記
』
巻
五
(
駒
牽
)
裏
書
に
「
延
喜
五
八
十
四
、
於
仁
寿
殿
、

覧
秩
父
御
馬
、
帰
御
以
内
且
掛
一
領
給
牧
司
利
春
」
と
あ
る
。
ま
た
「
古
今

和
歌
集
目
録
」
(
『
新
校
群
書
類
従
』
巻
十
三
和
歌
部
)

@
以
下
の
群
盗
蜂
起
に
つ
い
て
の
概
観
は
、
戸
田
芳
実
「
中
世
成
立
期
の

国
家
と
良
民
」
(
日
本
史
研
究
町
)
を
参
照
。

@
『
扶
桑
略
記
』
寛
平
元
年
四
月
廿
七
日
条
、
『
日
本
紀
略
』
寛
平
元
年

今
年
条

@
『
類
緊
三
代
格
』
(
巻
十
人
関
井
同
時
候
事
)
昌
泰
二
年
九
月
十
九
日
官

符
、
同
三
年
八
月
五
日
官
符

⑧
『
扶
桑
略
記
』
昌
泰
三
年
是
歳
条

@
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
二
年
五
月
十
五
日
条
、
『
扶
桑
略
記
』
(
裡
書
〉

昌
泰
四
年
二
月
十
五
日
条

@
『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
年
九
月
廿
日
条

@
『
扶
桑
略
記
』
(
裡
書
)
延
喜
二
年
九
月
廿
六
日
条

@
『
扶
桑
略
記
』
(
裡
書
)
延
喜
五
年
十
月
一
一
一
日
条

@
『
日
本
紀
略
』
延
喜
九
年
七
月
一
日
、
十
一
日
条

@
『
日
本
紀
略
』
延
菩
十
五
年
二
月
十
日
、
一
一
一
月
廿
五
日
、
十
六
年
十
月

廿
七
日
条

@
『
日
本
紀
略
』
延
喜
十
六
年
八
月
十
二
日
条

@
『
扶
桑
略
記
』
(
裡
書
)
延
菩
十
九
年
五
月
廿
一
一
一
日
条

@
三
宅
長
兵
衛
「
将
門
の
乱
の
史
的
前
提
」
(
立
命
館
文
学
山
)

品
川
⑫
戸
田
芳
実
前
註
@
論
文
、
同
論
文
で
氏
は
、
党
の
発
生
と
活
動
の
歴

史
的
条
件
を
追
究
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一・六

⑧
『
類
家
三
代
格
』
(
巻
十
九
禁
制
事
)
寛
平
三
年
九
月
十
一
日
官
符
、

同
六
年
十
一
月
品
川
日
官
符
、
同
七
年
九
月
サ
七
日
官
符
、
同
八
年
四
月
二

日
官
符
、
延
喜
二
年
三
月
十
三
日
官
符
、
同
年
四
月
十
一
日
官
符
、
同
五

年
八
月
廿
五
日
官
符
、
同
年
十
一
月
一
一
一
日
官
符
な
ど
。

@
@
時
期
は
若
干
ず
れ
る
が
、
『
将
門
記
』
の
記
述
す
る
常
陸
国
居
住
藤

原
玄
明
の
行
動
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。

@
『
日
本
紀
略
』
昌
泰
二
年
七
月
一
日
条

@
『
政
事
要
略
』
(
巻
五
十
九
交
替
雑
事
)
延
菩
十
三
年
二
月
廿
五
日
太

政
官
符
勘
解
由
伎

@
と
り
あ
え
ず
原
田
重
「
国
司
述
坐
制
の
変
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

(
九
州
史
学
問
)
、
泉
谷
康
夫
「
受
領
国
司
と
任
用
国
司
」
(
日
本
歴
史
別
)

参
照
。

@
時
代
は
相
当
下
る
が
宝
生
院
文
書
永
延
二
年
(
九
八
八
)
十
一
月
八
日

尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
〈
平
安
治
文
二
の
三
三
九
)
に
「
就
中
検
回
之
政
、

以
任
用
国
司
、
須
勘
注
之
、
市
或
郡
放
監
忠
之
子
弟
郎
等
、
或
郡
入
不
詞

之
有
官
散
位
」
と
み
与
え
る
。
国
務
の
任
用
国
司
か
ら
国
司
従
者
へ
の
移
行

を
一
万
す
好
箇
の
事
例
で
あ
る
。
か
か
る
移
行
は
九
世
紀
末
か
ら
一

O
世
紀

前
半
ま
で
に
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。

@
任
用
国
司
に
よ
る
蜂
起
の
指
導
は
た
ん
に
東
国
に
と
ど
ま
ら
ず
一
段
的

に
展
開
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
元
皮
八
年
六
月
の
石
見
国
郡
司
百
姓
ら
の

国
守
上
毛
野
氏
永
襲
撃
事
件
に
は
、
介
忍
海
山
下
氏
則
、
捻
大
野
安
雄
、

お
よ
び
延
磨
寺
僧
、
右
京
人
ら
が
関
与
し
て
い
た
し
、
元
町
民
七
年
六
月
の

「
群
盗
」
に
よ
る
筑
後
国
守
都
御
函
裂
翠
殺
害
事
件
の
「
刊
誌
首
」
は
技
一
応



原
近
成
で
あ
り
、
「
従
」
に
は
少
目
・
前
掠
・
前
医
師
・
蔭
子
二
人
・
蔭

孫
一
人
・
左
京
人
二
人
が
含
ま
れ
て
い
た
(
『
三
代
史
録
』
)
。
い
ず
れ
の
例

か
ら
も
任

m国
司
・
前
司
・
「
京
貫
人
庶
王
臣
子
孫
」
が
蜂
起
の
中
核
を

鰐
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

回
、
諸
国
追
捕
使
の
制
度
的
前
提

付

本
立
で
は
、
廷
菩
元
年
「
東
国
乱
」
の
時
期
に
お
け
る
押
領
使
成
立
の
意
義

を
さ
ぐ
る
た
め
、
令
制
下
に
お
け
る
制
度
的
前
提
に
つ
い
て
、
そ
の
権
限
内
容

と
押
円
以
伎
と
い
う
名
称
の
二
側
面
か
ら
考
祭
し
て
み
た
い
。
②

諸
国
追
捕
伎
の
権
限
は
、
「
若
有
ニ
凶
党
之
翠
「
且
以
追
捕
、
且
以
言
上
」

「
追
品
部
内
凶
党
一
拘
」
で
あ
る
が
、
か
か
る
権
問
り
て
の
も
の
の
法
的
前
提

は
、
捕
亡
令
囚
及
征
人
条
、
有
盗
践
条
お
よ
び
迫
捕
罪
人
条
等
に
規
定
さ
れ
た

③
 

国
郡
官
司
の
罪
人
追
捕
機
能
で
あ
る
。
囚
及
征
人
条
は
、
主
に
囚
人
や
征
人
・

防
人
・
街
土
・
仕
丁
な
ど
役
務
に
徴
発
さ
れ
て
い
る
者
が
逃
亡
し
た
場
合
、
届

出
を
受
理
し
た
「
随
近
官
司
」
が
追
摘
し
、
「
本
司
」
(
行
軍
所
・
防
人
所
な

ど
)
に
送
る
と
と
も
に
太
政
官
に
上
申
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
だ
が
、
こ

の
規
定
は
同
時
に
、
実
行
に
移
さ
れ
犯
状
が
露
見
し
た
場
合
の
「
冠
賊
」

1
謀

⑤
 

荻
人
追
措
法
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
有
海
賊
条
は
、
盗

賊
・
殺
傷
事
件
が
発
生
し
た
と
き
の
追
捕
と
そ
の
際
の
地
域
管
結
に
つ
い
て
の

一
般
的
規
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
届
出
を
う
け
た
「
随
近
官
可
坊
旦
」
の

「
使
人
」
が
「
随
近
兵
及
夫
」
(
義
解
に
よ
れ
ば
兵
は
兵
土
、
夫
は
人
夫
)
を

率
い
て
犯
人
を
追
捕
す
る
と
い
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
追
掠
罪

王
朝
国
家
国
街
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人
条
は
罪
人
追
捕
に
発
動
さ
れ
る
武
力
に
つ
い
て
、
犯
罪
の
規
模
に
応
じ
て

「
人
兵
」

(
1人
夫
及
兵
士
)
を
動
員
す
る
こ
と
、
部
内
軍
団
に
は
協
力
義
務

が
あ
る
こ
と
、
動
員
と
同
時
に
「
発
兵
状
」
を
録
し
て
馳
駅
申
奏
す
る
こ
と
、

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
旬
。

以
上
の
三
条
の
規
定
は
、
緊
急
性
を
要
す
る
犯
罪
の
鎮
圧
に
つ
い
て
の
一
般

的
、
包
括
的
規
定
で
あ
り
、
犯
罪
規
模
の
大
小
、
所
管
官
司
の
上
下
を
限
定
し
て

い
な
い
が
、
迫
捕
罪
人
条
然
解
逸
文
釈
云
に
「
此
条
兼
ニ
上
二
条
及
臨
時
発
兵

之
事
一
也
」
と
あ
り
、
一
一
一
条
と
も
に
大
規
模
な
「
冠
賊
」

(
1外
敵
の
侵
入
・
謀

妓
)
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
「
臨
時
発
兵
」
規
定
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
具
体
的
に
は
国
街
が

「
発
兵
状
」
申
奏
ま
た
は
「
発
兵
符
」
請
求
の
手
続
を
経
て
、
さ
ら
に
国
司
の

一
員
が
「
佼
人
」
と
し
て
必
要
な
だ
け
の
「
人
兵
」
を
差
発
し
、
「
窓
賊
」
を

鎮
圧
す
る
と
い
う
形
式
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
諸
国
迫
捕

伎
の
権
限
の
法
的
前
提
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
規
模
な
「
冠
賊
」
を
仮
想
し
て
用
意
さ
れ
て
い
た
右
の
形
式

は
、
反
律
令
悶
争
が
浮
浪
・
逃
亡
と
い
う
形
態
で
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

抑
圧
が
基
本
的
に
は
郡
司
の
伝
統
的
検
断
権
に
よ
っ
て
果
さ
れ
て
い
た
律
令
制

刊
に
お
い
て
、
現
実
に
恒
常
的
に
作
動
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ

て
こ
の
段
階
で
恒
常
的
な
組
織
(
常
備
軍
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
頻
繁
な
反

復
性
を
有
す
る
動
員
形
態
と
い
う
程
度
の
意
味
)
に
展
開
す
る
こ
と
は
な
い
。

東
国
で
の
伊
囚
叛
乱
、
瀬
戸
内
海
の
海
賊
蜂
起
が
活
発
化
し
て
く
る
九
世
紀
後

半
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
は
本
来
の
臨
機
的
性
格

の
も
の
か
ら
、
漸
次
、
永
続
的
軍
事
体
制
へ
と
転
換
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
七
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そ
こ
で
今
度
は
九
世
紀
後
半
の
律
令
政
府
が
行
っ
た
群
盗
・
海
賊
政
策
に
一

瞥
を
加
え
て
み
よ
う
。

貞
観
期
ま
で
の
特
徴
は
、
国
街
軍
事
力
の
強
化
と
い
う
方
向
よ
り
む
し
ろ
国

⑦

③

 

検
非
違
使
設
置
、
「
結
保
」
と
保
長
の
設
定
、
市
津
要
路
へ
の
「
偵
遜
」
の
配

⑨
 
置
な
ど
国
街
検
察
機
能
の
強
化
と
い
う
方
向
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

だ
が
貞
観
年
間
以
降
の
群
盗
・
「
叛
乱
」
な
ど
反
律
令
武
装
蜂
起
の
展
開
は
、

否
応
な
く
国
街
軍
事
力
強
化
と
い
う
課
題
を
提
起
し
て
が
る
o

山
陽
南
海
両
道

諸
国
の
海
賊
蜂
起
に
対
L
、
貞
観
四
年
五
月
「
差
発
人
夫
」
、
同
九
年
一
一
月

「
差
発
人
兵
、
招
募
倖
囚
」
に
よ
る
追
捕
を
諸
国
に
下
知
し
、
同
一
七
年
五
月

下
総
の
停
囚
叛
乱
を
告
げ
る
馳
駅
奏
言
に
、
政
府
は
「
発
官
兵
」
を
命
じ
る
と

と
も
に
近
隣
四
国
に
「
各
発
ニ
兵
三
百
人
「
以
為
ニ
援
助
こ
と
い
う
勅
符

(
1

⑫
 

「
発
兵
符
」
〉
を
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
元
慶
七
年
二
月
の
上
総
停
囚
叛
乱
の
と

き
、
「
諸
郡
人
兵
」
を
発
し
「
追
討
」
し
で
も
な
お
鎮
圧
し
え
ず
、
「
数
千
兵
」

の
発
兵
許
可
を
要
請
し
て
き
た
国
司
の
馳
駅
奏
言
に
対
し
て
、
政
府
は
事
態
を

「
叛
乱
」
と
は
認
め
ず
「
群
盗
」
に
擬
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
勅
契
」

(
1
「
発

兵
符
」
)
に
か
え
「
人
夫
」
を
発
し
て
「
追
捕
」
せ
よ
と
の
「
官
符
」
を
発
し
て

⑬
 

い
る
。右
の
国
街
の
軍
事
力
発
動
の
事
例
を
み
て
た
だ
ち
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、

「
発
兵
状
」
申
奏
や
「
勅
契
」
発
給
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
捕
亡
令
「
発
兵
」

規
定
を
基
本
的
に
遵
守
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
注
目
す
べ

き
新
し
い
兆
候
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
「
官
兵
」
「
人
兵
」
「
人
夫
」
と
し
て
差
発
さ
れ
る
対
象
が
、

@
 

「
倖
囚
」
あ
る
い
は
「
浪
人
有
勇
幹
者
」
「
勇
敢
軽
鋭
者
」
な
ど
特
殊
な
戦
士
集

八

団
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
の
ち
に
国
街
軍
制
を
構
成
す
る
「
国
内
武
勇

翠
」
の
原
型
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
武
装
蜂
起
に
対
す
る
中
央
政
府
の
鎮
圧
方
針
に
お
け
る
変
化

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
.
い
て
や
や
詳
し
く
論
じ
て
み
よ
う
。
上
述
し
た
元
民
七

年
上
総
停
囚
乱
に
お
い
て
、
国
街
は
事
態
を
「
叛
乱
」
に
擬
し
、
「
差
発
人
兵
」

・
「
追
討
」
↓
「
飛
駅
申
奏
」
・
「
勅
契
」

(
1
「
発
兵
符
」
)
請
求
と
い
う
手
続

を
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
政
府
は
国
街
の
申
奏
を
却
下
し
、
事
態
を
「
群
盗
」
に

擬
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
勅
契
」
給
付
を
停
め
、
国
街
に
対
し
「
追
捕
官
符
」
を

発
し
「
差
発
人
夫
」
・
「
群
盗
追
捕
」
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
鎮
圧
後

に
も
政
府
は
「
自
今
事
非
ニ
機
急
「
勘
コ
拠
律
令
「
発
引
退
脚
力
「
中
ニ
太
政
官
「

⑮
 

不
v
得
ニ
専
版
馳
駅
上
奏
こ
と
命
じ
、
国
街
が
事
態
を
大
げ
さ
に
取
扱
う
こ
と

を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
「
馳
駅
上
奏
」
↓
「
勅
契
」
方

式
か
ら
「
国
解
」
↓
「
追
捕
官
符
」
方
式
へ
の
転
換
は
、
あ
く
ま
で
手
続
上
の

問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
中
央
政
府
の
反
乱
鋲
圧
に
対
す
る
姿
勢
な
い
し
軍

事
政
策
に
お
け
る
重
大
な
変
更
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
令
制
本
来
の
あ
り
方
で
は
、
政
府
は
「
軍
機
」
・
「
後
急
」
に
際
し

て
「
飛
駅
上
奏
」
を
通
じ
て
い
ち
は
や
く
事
態
を
把
握
し
、
そ
の
鋲
圧
の
た
め

の
適
切
な
処
置
を
逐
一
国
街
に
命
じ
、
か
っ
「
発
兵
状
」
・
「
発
兵
符
」
を
通
じ

て
国
街
軍
事
機
能
の
内
部
に
ま
で
立
入
っ
て
ほ
格
な
立
法
的
統
制
を
加
え
る
原

則
で
あ
っ
た
。
前
記
の
「
各
発
ニ
兵
三
百
人
こ
と
い
う
「
発
兵
符
」
が
示
す
よ

う
に
、
政
府
は
た
て
ま
え
上
動
員
す
べ
き
兵
力
の
数
量
に
ま
で
統
制
を
加
え
た

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
「
国
解
」
↓
「
追
捕
官
符
」
・
「
差
発
人
夫
」
方
式
の
採
用



は
、
事
態
を
過
少
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
街
に
事
態
鋲
簡
の
責
任
を
委

ね
、
逆
に
政
府
は
「
追
捕
官
符
」
を
通
じ
て
一
段
的
統
制
を
加
え
る
だ
け
と
い

う
符
図
に
ま
で
後
退
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
「
闘
力
」
「
申

官
」
と
い
う
政
府
の
姿
勢
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
「
人

兵
」
か
ら
「
人
夫
」
へ
武
力
表
現
法
を
立
図
的
に
変
更
し
た
理
由
も
、
「
人

夫
」
主
発
の
場
合
、
二

O
人
を
起
え
る
兵
士
動
員
で
は
必
ず
「
勅
契
」

(
1

「
発
兵
符
」
)
を
必
妥
と
す
る
由
民
作
担
発
兵
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い

う
法
解
釈
上
の
配
は
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
「
人
夫
」
規
定

の
拡
大
通
別
に
よ
っ
て
、
政
府
は
国
街
の
軍
事
動
員
の
内
部
に
ま
で
立
入
っ
て

把
握
し
よ
う
と
す
る
原
則
を
放
棄
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央

政
府
に
よ
る
立
法
的
統
制
範
囲
の
後
退
は
、
逆
に
い
え
ば
田
市
の
軍
事
権
に
お

け
る
設
立
権
の
拡
大
に
他
な
ら
な
い
。

王
朝
国
家
体
制
下
に
お
い
て
、
大
規
模
な
反
乱
を
除
き
、
「
日
駅
上
奏
」
↓

「
追
討
勅
符
」
形
式
よ
り
、
「
因
解
」
↓
「
追
捕
官
符
」
形
式
が
一
般
化
す
る
の

は
こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
転
換
の
所
産
で
あ
ろ
う
し
、
前
者
の
方
式
に
お
い

で
さ
え
も
政
府
は
も
は
や
国
街
軍
事
力
の
数
量
的
把
握
に
関
心
を
示
さ
な
い
の

@
 

で
あ
る
。
地
方
諸
国
に
お
け
る
「
凶
党
」

(
1群
盗
)
蜂
起
の
増
加
・
常
態
化
が

鎮
圧
手
続
の
簡
便
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
国
街
軍
事
権
を
拡
大
強
化
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
元
箆
七
年
上
総
伊
囚
乱
で
は
、
「
介
(
藤
原
)
正
範
、
大
抜
文

屋
菩
友
、
弁
差
近
将
吏
等
之
勇
略
」
と
あ
り
、
い
ま
だ
捕
亡
令
の
規
定
ど
お
り

国
司
が
「
伎
人
」
と
な
っ
て
指
揮
し
て
お
り
、
た
と
え
国
街
の
内
部
規
範
と
し

て
特
定
の
国
司
が
追
捕
を
担
当
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
国
解
」
に

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

も
と
づ
き
「
官
符
」
で
任
命
さ
れ
る
独
立
し
た
機
関
l
押
領
佼
(
「
官
符
之
九
四
」
)

が
存
在
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
だ
が
全
体
的
に
み
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
国
街

の
軍
事
動
員
法
は
国
何
軍
制
に
お
け
る
そ
れ
へ
と
徐
々
に
接
近
し
つ
つ
あ
っ
た

と
い
え
る
の
で
あ
り
、
国
司
の
抽
象
的
軍
事
指
揮
権
が
押
領
使

1
「
官
符
之
使
」

と
い
う
具
体
的
段
闘
に
集
中
単
一
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
街
軍
制
は
完
成

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
こ
そ
、
延
喜
元
年
「
東
国
乱
」
を
契
機
と
す
る

「
軍
制
改
革
」
で
あ
る
。伺

と
こ
ろ
で
国
街
の
軍
事
指
揮
権
を
集
中
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
押
領
使
の

名
称
は
、
す
で
に
八
・
九
世
紀
の
律
令
制
下
に
存
在
し
て
い
た
。
次
に
押
領
伎

の
名
称
の
源
流
を
阿
部
る
こ
と
を
通
し
て
、
延
立
目
元
年
「
軍
制
改
革
」

1
押
領
使

成
立
の
軍
制
史
的
意
義
を
さ
ら
に
追
究
し
て
み
よ
う
。

従
来
押
領
伎
の
初
見
と
さ
れ
る
の
は
、
元
慶
二
年
(
八
七
八
〉
出
羽
伊
囚
乱
の

と
き
国
兵
を
率
い
ぷ
救
援
に
向
っ
た
陸
奥
押
領
使
大
控
除
原
梶
向
、
上
野
押
領

使
権
大
採
南
淵
秋
郷
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
押
領
使
は
他
の
箇
所
で
「
下
ニ
勅

符
於
陸
奥
国
一
行
:
手
発
ニ
精
兵
二
千
夏
火
馳
救
h
:
仇
須
下
差
二
国
司
抜
目
各

一
人
一
押
刷
領
其
事
上
」
「
勅
訂
符
上
野
下
野
両
国
一
日
、
・
:
宜
下
各
発
二
千
兵
「
・
:
使

近
下
ニ
国
司
目
己
上
一
人
、
史
生
若
品
官
一
人
「
押
刷
領
其
斡
上
」
、
「
各
押
コ
領
国
兵
「

@
 

来
従
ニ
軍
旅
こ
と
あ
り
、
隣
国
か
ら
の
救
援
軍
統
率
者
と
い
う
意
味
で
の
押
領

伎
で
あ
っ
て
、
「
若
有
ニ
凶
党
之
輩
「
且
以
追
捕
、
旦
以
言
勾
」
を
任
務
と
す
る

王
朝
国
家
体
制
下
の
押
領
使
と
全
く
異
質
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
加
。
つ
と

に
塙
保
己
一
・
和
田
英
松
氏
が
押
領
使
の
諸
類
型
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
ら

③
 

を
混
同
す
る
誤
り
を
お
か
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
た
が
、
元
慶
伊
囚

九
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の
乱
の
押
領
伎
と
、
延
喜
初
年
に
東
国
に
配
置
さ
れ
た
押
領
伎
は
類
型
的
に
区

別
さ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
前
者
は
八
世
紀
の
蝦
夷
征
討
に
お
け
る
坂
東

諸
国
の
大
規
模
動
員
の
さ
い
、
徴
発
し
た
国
内
兵
士
を
結
集
地
l
軍
所
ま
で
統

率
す
る
「
専
知
勾
当
」
国
司
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
天
平
宝
字
三
年
の
「
勅
ニ

坂
東
八
国
「
・
:
国
別
差
引
発
二
千
己
下
兵
「
択
ニ
国
司
精
幹
者
一
人
「
押
領
速
相

a~ 

救
援
」
、
延
暦
二
年
の
「
坂
東
諸
国
、
・
:
随
一
一
国
大
小
「
一
千
巳
下
五
百
己
上
、
:
・

@
 

勤
ニ
堪
ν
事
国
司
一
人
「
専
知
勾
当
、
如
有
-
非
常
「
便
即
押
領
奔
赴
」
を
例
証

@
 

と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
押
領
伎
の
制
度
は
、
律
令
軍
制
を
現
実
に
運
用
す
る
た
め
に
令
条
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
軍
防
令
衛
士
向
京
条
に
「
凡
衛
士
向
京
、
防
人

至
津
之
問
、
皆
令
国
司
親
白
部
領
、
:
・
軍
行
亦
准
之
」
と
あ
り
、
諸
国
軍
団
兵

士
の
運
用
は
、
平
時
の
街
土
・
防
人
統
率
の
場
合
も
、
戦
時
に
お
け
る
結
集
地

ま
で
の
統
率
も
、
と
も
に
国
司
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
か
か
る
任

務
を
お
び
た
国
司
が
押
領
使
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
延
暦
一
四
年
(
七
九
五
)

東
国
防
人
を
全
面
停
止
し
た
さ
い
、
大
宰
府
が
帰
国
す
る
防
人
を
「
差
ニ
押
領

の

伎
一
依
v
例
進
上
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る
。
対
外
戦
争
を
想
定
し
て

構
築
さ
れ
た
律
令
軍
制
に
お
い
て
、
作
戦
が
要
求
す
る
兵
員
の
確
保
は
、
一
国

単
位
で
動
員
し
た
兵
士
集
団
を
遠
距
離
の
結
集
地
ま
で
統
率
す
る
国
司
の
行
政

@
 

に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
旅
次
行
寧
」
を
「
専
知
勾
当
」
す
る

国
司
が
押
領
使
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
延
喜
元
年
「
東
国
乱
」
を
契
機
に
成
立
す
る
押
領
使
の
名
称

が
、
対
外
戦
争
に
お
け
る
作
戦
軍
編
成
の
前
提
で
あ
る
「
旅
次
行
平
」
を
指
相
伴

す
る
国
司
の
称
に
由
来
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
め
仲
勝
争
と
い

二
O

う
非
常
事
態
に
お
い
て
国
司
に
委
ね
ら
れ
る
兵
士
統
率
権
の
所
在
を
示
す
押
領

使
の
称
が
、
寛
平
J
延
喜
の
未
曽
有
の
「
東
国
乱
」
を
契
機
に
、
国
内
武
装
蜂

起
を
鎮
圧
す
る
た
め
の
強
力
な
軍
事
指
揮
権
を
体
現
す
る
一
国
単
位
の
「
凶

党
」
追
捕
機
関
の
名
称
に
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註
①
『
朝
野
群
裁
』

藤
原
有
行
申
文

②
『
朝
野
群
戟
』
(
巻
廿
二
諸
国
雑
事
上
)
天
暦
十
年
六
月
十
三
日
官
符

③
捕
亡
令
に
関
す
る
叙
述
部
分
は
、
瀧
川
政
次
郎
「
王
朝
時
代
司
法
制
度

の
研
究
」
(
『
日
本
法
制
史
研
究
』
所
収
)
、
井
上
光
貞
他
編
『
律
令
』
(
日

本
思
想
大
系
3
)
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

④

「

欲

v
入
-
註
賊
一
者
」
の
義
解
に
「
謂
、
依
v
律
、
是
為
ニ
抜
人
こ
と
あ

る。

⑤
担
問
問
律
に
よ
れ
ば
、
「
発
兵
」
数
が
二

O
人
を
越
え
る
と
き
は
「
発
兵

符」

(
H
H
「
勅
契
」
)
を
必
要
と
し
、
そ
れ
に
違
反
す
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
例
外
と
し
て
「
冠
賊
」
の
「
攻
裂
」
・
「
反
妓
」
・
「
内
応
」

に
よ
っ
て
緊
急
に
発
兵
を
要
す
る
場
合
に
限
り
、
「
発
兵
符
」
を
待
た
ず

に
発
兵
し
え
た
(
た
だ
し
発
兵
と
同
時
に
「
発
兵
状
」
を
地
駅
中
奏
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
)
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
「
兵
」
で
な
く
「
人
夫
」

を
差
発
す
る
場
合
は
担
輿
律
は
適
用
さ
れ
な
い
。

⑥
石
母
田
正
『
日
本
古
代
国
家
論
箆
一
部
』
五
四
J
六
五
頁
参
照
。

⑦
一
割
寸
引
到
謝
割
判
明
記
到
一

I

l

l

i

-

-

-

一
天
安
了
?
七
一
摂
津
再
壮
観
的
門
怒
ド
盛
岡
右
一

(
巻
廿
二
諸
国
雑
事
上
)
天
暦
四
年
二
月
廿
日
下
総
守



点

観

六

一

武

及

川

知

良

検

非

違

使

二

三

代

実

録

貞
包
九
四
一
上
総
百
九
百
子
…
純
一
千
円
只
ヲ
一
同
右

喜
一
一
二
刊
号
制
列
l

」
同
|
右

点
観
一
?
?
八
一
山
成
・
丹
波
羽
一
均
一
男
一
分
ニ
准
一
同
右

一
一
伎
一
員
ヲ
位
夕
、
巴
勿
一

貞
包
一
八
・
九
・
一
七
一
街
中
一
帯
剣

t
一

同

右

元

医

了

三

・

一

二

百

登

・

佐

渡

一

同

右

一

同

右

明ド・
h」
三

一

丹

後

福

問

問

同

団

間

凶

③
『
三
代
実
録
』
貞
何
回
九
年
二
月
十
三
日
条
、
同
年
三
月
廿
七
日
条

⑤
『
三
代
実
録
』
貞
何
回
九
年
三
月
廿
七
日
条

⑬
『
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
五
月
廿
日
条

@
『
三
代
実
録
』
点
観
九
年
十
一
月
十
日
条

@
『
一
二
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
五
月
十
日
条

@
『
一
二
代
実
録
』
元
皮
七
年
二
月
九
日
、
同
廿
一
日
条

@
『
三
代
実
録
』
元
民
七
年
十
月
十
七
日
条

@
『
三
代
実
録
』
元
慶
二
年
六
月
廿
一
日
条

@
前
註
@
元
慶
七
年
二
月
廿
一
日
条

@
拙
稿
「
王
朝
国
家
国
街
寧
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
投
稿
中
)
で
は
、

院
政
期
の
政
府
が
「
国
内
武
士
交
名
」
を
通
し
て
国
内
武
勇
輩
を
積
極
的

に
掌
握
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
一

0
・
一
一
世
紀
の
政
府
は
国

街
の
軍
事
指
揮
権
の
内
部
に
ま
で
立
入
っ
て
把
鐙
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

こ
と
を
一
般
的
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

⑬
前
註
@
元
皮
七
年
二
月
廿
一
日
条

⑬
『
朝
野
群
我
』
(
巻
廿
二
諸
国
雑
事
上
)
天
暦
六
年
十
一
月
九
日
官
符

「
応
下
以
ニ
清
瀧
静
平
一
為
上
ニ
押
領
使
「
・
:
事
」
に
「
自
v
非
ニ
官
符
之
使
「
何

札
コ
執
悪
之
徒
こ
と
あ
る
。

@
『
一
ニ
代
実
録
』
元
度
二
年
六
月
七
日
条

@
『
=
一
代
突
録
』
元
慶
二
年
七
月
十
日
条

@
『
一
二
代
実
録
』
元
皮
二
年
四
月
四
日
条

@
『
三
代
突
録
』
元
慶
二
年
四
月
廿
八
日
条

@
『
=
一
代
実
録
』
元
民
三
年
六
月
廿
六
日
条

@
『
朝
野
群
哉
』
(
巻
廿
二
諸
国
雑
事
上
)
天
暦
四
年
二
月
廿
日
下
総
守

藤
原
有
行
中
文

⑧
選
任
方
式
も
、
後
者
が
「
国
解
」
で
申
請
し
「
官
符
」
で
任
命
さ
れ
る

の
に
対
し
、
前
者
は
政
府
が
直
接
任
命
す
る
と
い
う
形
式
を
と
ら
な
い
。

@
埼
保
己
一
『
武
家
名
目
抄
』
(
第
二
職
名
部
附
録
廿
二
上
)
「
押
領
使
」

の
項
、
和
田
英
松
「
押
領
使
考
」
〈
『
国
史
説
苑
』
所
収
)

③
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
骨
子
三
年
十
一
月
九
日
条

③
『
続
日
本
紀
』
延
暦
二
年
六
月
六
日
条

@
押
領
使
の
源
流
が
、
坂
東
国
司
に
よ
る
辺
境
反
乱
へ
の
救
援
軍
統
率
に

あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
つ
と
に
星
野
恒
「
守
護
地
頭
考
」
(
史
学
雑
誌
2

|
お
)
、
谷
森
鏡
男
品
同
唯
一
州
一
山
中
平
安
時
代
ノ
警
察
状
態
』
に
み
え
る
。

@
『
類
茨
三
代
格
』
(
巻
十
八
軍
毅
兵
士
銀
兵
事
)
延
暦
十
四
年
十
一
月

廿
二
日
太
政
官
奏



王
朝
国
家
国
街
軍
制
の
成
立
(
下
向
井
)

@
行
軍
は
「
敵
と
接
触
す
る
可
能
性
の
あ
る
と
き
戦
闘
準
備
を
主
と
し

て
行
う
戦
闘
行
平
」
と
、
「
直
ぐ
に
敵
に
接
触
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う

な
行
平
」
で
あ
る
「
旅
次
行
平
」
に
わ
か
れ
る
(
岩
波
文
庫
版
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
(
中
〉
一
八
四
頁
、
訳
者
注
)
。

む
す
び
に
|
延
喜
の
「
軍
制
改
革
」
に
つ
い
て

l

四
章
に
わ
た
る
考
察
を
ふ
ま
え
、
最
後
に
国
街
軍
制
の
出
発
点
と
な
っ
た
延

菩
元
年
「
東
国
乱
」
を
契
機
と
す
る
「
寧
制
改
革
」
の
内
容
を
明
確
に
し
よ

う
。
国
街
軍
制
成
立
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
そ
の
指
持
官
で
あ
る
諸
国
追
捕
伎

の
出
現
に
求
め
ら
れ
、
「
軍
制
改
革
」
の
内
容
は
、
諸
国
追
捕
使
の
成
立
が
従

来
の
制
度
に
い
か
な
る
変
更
を
も
た
ら
し
た
か
、
と
い
う
点
か
ら
究
明
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
諸
国
追
捕
伎
の
権
限
内
容
は
、
捕
亡
令
「
臨
時
発
兵
」
規
定
に
お
け
る

国
司
の
「
人
兵
」
差
発
・
「
定
賊
」
追
討
権
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
扮
亡

令
に
規
定
さ
れ
た
国
司
の
軍
事
権
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
点
は
、
第
一

に
、
政
府
が
事
前
の
「
発
兵
符
」
、
事
後
の
「
発
兵
状
」
を
通
じ
て
、
動
員
兵
力

の
数
量
を
含
め
国
街
軍
事
権
の
内
部
に
ま
で
立
入
っ
て
強
い
拘
束
・
統
制
を
加

え
て
お
り
、
国
司
裁
量
権
が
大
き
く
抑
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
国
司

の
「
人
丘
一
」
差
発
権
は
独
立
し
た
専
門
機
関
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
臨
機
に
お
け
る
国
司
の
一
機
能
と
し
て
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。

貞
観
・
元
民
年
閉
ま
で
の
反
国
街
蜂
起
の
鎮
圧
は
、
基
本
的
に
こ
の
形
式
を

遵
守
し
て
行
わ
れ
た
が
、
蜂
起
の
長
と
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
事
態
に
即

応
す
る
た
め
鎮
圧
手
続
の
筒
略
化
と
国
街
軍
事
権
の
強
化
が
要
請
さ
れ
る
に
い

た
る
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
地
方
の
「
凶
党
」
蜂
起
の
鎮
圧
に
対
し
、
「
追
捕
官

符
」
に
よ
っ
て
一
般
的
規
制
を
加
え
る
だ
け
で
、
国
街
の
軍
事
権
の
内
部
に
ま

で
立
入
っ
て
直
接
拘
束
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
か
る
政
府
の

規
制
範
囲
の
後
退
は
、
反
面
、
国
街
軍
事
権
に
お
け
る
裁
量
権
の
拡
大
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
。

か
か
る
国
街
軍
事
権
の
拡
大
を
い
っ
そ
う
促
進
し
、
諸
国
追
捕
伎
と
い
う
独

立
機
関
を
生
み
だ
す
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
寛
平
J
延
菩
(
と
く
に
延

喜
元
年
)
の
「
東
国
乱
」
で
あ
る
。
律
令
国
家
か
ら
王
朝
国
家
へ
と
転
換
す
る

た
め
の
諸
政
策
の
強
行
に
よ
っ
て
、
不
可
避
的
に
発
生
す
る
在
地
諸
勢
力
の
蜂

起
を
抑
圧
す
る
た
め
に
は
、
国
街
の
軍
事
権
を
一
伺
の
独
立
し
た
機
関
に
集
中

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
国
街
権
力
内
部
の
深
刻
な
分
裂
状
態
(
官
長
と

任
用
の
対
立
)
の
中
で
は
国
街
の
内
部
規
範
と
し
て
そ
れ
を
確
立
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
従
来
の
国
司
の
抽
象
的
軍
事
指
揮
権
は
、
官
長

ま
た
は
官
長
が
推
挙
し
た
有
力
武
勇
輩
に
対
し
て
中
央
政
府
が
押
領
伎
に
任
命

す
る
と
い
う
形
式
(
「
官
符
之
使
」
〉
で
、
一
個
の
独
立
機
関
に
集
中
・
単
一
化
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
押
領
伎
の
名
称
は
、
律
令
制
下
、
対
外
戦

争
に
お
け
る
作
戦
寧
編
成
の
た
め
、
国
内
兵
士
を
結
集
地
ま
で
統
率
す
る
国
司

の
指
揮
権
に
由
来
す
る
も
む
で
あ
り
、
対
外
勝
争
に
お
け
る
国
司
の
兵
士
統
率

権
を
示
す
指
称
が
、
国
内
の
「
凶
党
」
蜂
起
を
鎮
圧
す
る
卒
事
指
揮
官
の
称
に

転
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
延
菩
元
年
「
京
国
乱
」
を
契
機
と
す
る
京
国
へ
の
押

領
佼
配
置
H
H

「
軍
制
改
革
」
は
、
お
よ
そ
以
上
の
如
き
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
軍
制
改
革
」
は
ま
た
、
軍
事
的
勤
，
拐
を
媒
介
と
す
る
岡
山
賞
授
受
を
基
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付
表
王
朝
国
家
体
制
下
の
諸
国
追
捕
使

同
{F
・
月
・
日
|
名
称
|
人

本
官
・
位
階

事
項

出
典

山
成
正!符
1
(
 990). 
9.11 
迫
捕
伎
藤
原
突
茂

藤
原
突
資
を
饗
応
・
宿
泊
さ
せ
る

小
右
記

長
保
2
(1000). 
3. 
2
 追
捕
佼
t活
尖
相
奉

武
蔵
権
大

f~
藤
原
最
突
を
殺
害
せ
ん
と
し
た
犯
人
の
捕
進
平
安
遺
文
補
7

大
手百
応
和
2
(
 962).12.26 

追
捕
使
巨
勢
忠
明
大
t家
補
任

西
宮
記

究
和
3
(
 987). 
4. 
1
 追
捕
伎
伴
日吉生

東
大
寺
に
入
る
盗
人
を
尋
進
す

東
大
寺
別
当
次
第

-r~保
1
(
 999). 
8.27 
迫
捕
佼

城
下
郡
早
米
使
を
殺
害
せ
る
凶
党
の
追
捕

平
安
遺
文
385

克
仁
2
(1018). 
3.24 
追
捕
佼
正

満
佐人保を殿技装査
束
の
こ
と
で
闘
乱
し
た
興
福
寺
下
手
御
堂
関
白
記

天
菩
4
(1056). 
4.23 
追
捕
伎
i
l
J
;
¥
宗
佐

東
大
寺
に
隠
居
せ
る
犯
人
国
正
を
殺
す

東
大
寺
別
当
次
第

m
 
I手
長
徳
4
(
 998). 
2.21 
押
領
使

泰
帯
刀
先
生
年
貢
進
京
船
の
掠
奪
，
梶
取
の
殺
害
を
企
て
る
平
安
遺
文
374

総
追
捕
使
遠
藤
頗
方

一和泉家長・紀者伊
・
摂
津
三
ヶ
国
総
追
捕
佼
，
平
家
時
遠
藤
系
図

総
追
捕
使
遠
藤
恒
方

同
上

伊
賀
永
枠
1
(
 989). 
4. 
6
 追
捕
伎
以
忠

藤
原
文
信
を
刃
傷
せ
る
犯
人
を
捕
進

小
右
記

|
長
元
3
(
附

追
捕
使
忠、
清

守伎源に光勘
清
の
神
人
殺
害
嫌
疑
に
よ
り
，
検
非
違
小
右
記

問
さ
る

同1liii'lBlInお
阻
臨
時
W
Q
告
さ
判
(
f
ι
壁
牧
)

11111 



附
~liilW巡

回
目
E
脚
悪
Q
告
さ
判
(
f
ι-@:牧

)
11 
gr 

国
年
・
月
・
日
|
名
称
|
人

本
官
・
位
階

事
項

出
典

伊
勢
長
元
1
(1
028). 
7.19 
押
領
伎
公
侯
延
高

平
維
衡
郎
等
と
し
て
検
非
違
使
庁
に
召
問
さ
る
小
右
記

一
河
長
保
2
(1000).12. 

9
 押
領
使
源

好
補
任

f雀
百己

惣
追
捕
使
伴
光
兼
八
名
郡
司
・
介
一
族
で
追
捕
使
職
を
相
伝
，
三
河
有
力
在
庁
伴
系
図

3、
卓
易
江
大
治
5
(
1
1
3
0
)
.
9
.
4
押
領
使

守
遠
江
国
可
申
七
ケ
条
の
一
つ

長
秋
記

伊
旦

押
領
伎
藤
原
維
職

伊
豆
の
有
力
在
庁
，
伊
東
・
狩
野
・
工
藤
氏
の
IIT
事
系
図

祖

中日
模
天
疫
2
(
9
3
9
)
.
6
.
9
 
押
領
使
も高
最
茂
権

介
国
々
群
盗
追
捕
の
た
め
:
flli
任

本
羽
世
紀

承
暦
3
(1
079). 
8.30 
押
領
使
景

平
為
季
と
合
戦
，
殺
害
せ
ら
る
。
鎌
倉
党
の
一
族
水
左
記

iJ、
武

蔵
天
皮
2
(
9
3
9
)
.
6
.
9
 
押
領
使
小
野
諸
興
小
野
牧
別
当
・
権
介
国
々
群
盗
迫
捕
の
た
め
flli
任
，
横
山
・
猪
俣
党
本
初
世
紀

の
祖
か

抑
領
伎
平
忠
常
上
総
介

Y.1-
V
j l-5fnよ

押
領
伎
平
， fγ;tjk. 

同
上

下
総
天
皮
9
(
 946). 
8. 
6
 押
領
使
菅
原
名
明

守
凶
党
迫
捕
の
た
め
兼
f!?
中
前

~i)J!J!fntq~ 

天
暦
4
(
 950). 
2.20 
抑
領
伎
藤
原
有
行

守
同

上
同
上

長
保
5
(1003). 
4.23 
押
領
使
藤
原
維
風

国
府
館

:i)'é亡
・
官
物
保
~
~
せ
る
平
維
良
の
追

tdì
~ßi 

μ百

大
治
5
(1130).12 

抑
領
伎
1m 

原
権

守
回
日
]
庁
立
に
~
.
判

ユjl
安
泣
文
2176

安
房
長
承
2
(1133). 
2.28 
押
領
佼

守
訪
問
条
裁
3許Eの

;J~は
古
m
.
統
文
に
川
-
う
に
よ
り
rjl
右
.
;
己

ヨ伝
fd

p的
zゐ
陸

抑
領
使
藤
原
為
{J

介
米
fi?

北
山
抄

承
安
4
(1174).12 

押
領
伎

守I日宅s
Ftf 
左
衛
門
佐
・
介
米
有
?
，
旧
日
]
庁
立
に
沼
判

平
安
i立
文
3669

近
江

追
j甫
伎
佐
々
貴
興
恒

凶
党
迫
お
n
の
た
め
初
任

í:i)J~fn'(:J~ 
追
捕
伎
大
友
兼
平

同
上

日
上

天
暦
10(
956). 
6.13 
追
捕
伎
甲
可
fl:.i.Si. 
倣
位
従
七
位
上

同
上

r.-iJ 
上

追
捕
伎
佐
々
木
立
経

佐
々
木
系
凶



追
捕
伎
佐
々
木
経
方
従
五
位
下

佐
々
木
系
図

上
野
天
皮
2
(
 939). 
6. 
9
 抑
侃
伎
藤
原
惟
条
権

介
国
々
群
盗
追
捕
の
た
め
初
任

本
朝
世
紀

抑
自
n
伎
4お
定
平

介
兼
帯

北
山
抄

犯
弘
2
(1005). 
4.14 
抑
侃
伎
十両
忠
iむ

介
凶
党
追
捕
の
た
め
兼
帯

平
安
遺
文
439

下
野

抑
f瓦
伐
藤
原
12
沢
少
t長
秀
郷
祖
父

吾
妻
鏡

天
使
3
(
 940). 

抑
侃
伎

ïl~原
秀
郷

t家
平
将
門
追
捕
の
た
め
補
任

同
上

抑
侃
佼
藤
原
智
方

結
城
系
図

抑
f況
伎
藤
原
文
修

同
上.

陸
!込
克
弘
3
(1
0
0
6
)
.
3
.
9
押
侃
伎
平
八
生

凶
賊
迫
捕
の
た
め
補
任

類
緊
符
宣
抄

陸
奥
・
出
羽
保
延
4
(1138).10.26 

抑
領
伎
藤
原
基
衡
大
介
・
鋲
守
府
将
軍
国
司
庁
宣
へ
署
判

平
安
遺
文
2395

嘉
応
2
(1170). 
5.25 

抑
官
i
~
藤
原
秀
衡
鋲
守
府
将
軍

吾
妻
鏡

文
治
3
(1187).10 

抑
領
似
:
藤
原
泰
衡

同
上

出
羽
正
治
2
(1200). 
7
・12
抑
f兵
伎
藤
原
知
長

守
兼
帯

猪
熊
関
白
記

克
在
1
(1
229). 
4. 
7
 抑
領
伎
平
知
広

守
兼
帯

条
事
定
書

能
登

迫
捕
伎
斎
藤
忠
行

斎
藤
系
図

越
1I
ij 
天
暦
6
(
 952). 
3. 
2
 押
領
伎

随
兵
士
卒
の
横
妨
に
よ
り
停
止

朝
野
群
裁

押
領
伎
藤
原
叙
周
斎
宮
頭
当
国
押
領
使
と
な
り
下
向
，
以
後
子
孫
相
伝
斎
藤
系
図

押
領
使
藤
原
吉
信
加
賀
介

同
上

克
弘
(
1
004
~
 1012)
ご
ろ
押
領
佼
斎
藤
伊
伝
民
部
少
締

同
上

押
領
佼
斎
藤
為
延
小
一
条
院
帯
万
長

同
上

追
tl1
i
伎
斎
藤
国
章

同
上

保
元
(
1
156
~
 1159)
年
間
押
領
伎
斎
藤
国
貞

同
上

丹
波

押
領
佼
芦
田
道
家

丹
波
半
国
押
領
使

赤
井
系
図

押
領
使

判
官
代

同
上

押
領
使
芦
田
政
家

同
上

同
容
回
総
図
臨
時
喜
重
Q
f
量
制
(
f
t
-
{
[
扶
)

11
同



同
~
1
B
l
l
~
添
匝
陪

l時
事
Q
金
主
制
(
ト
{
[
味
〕

111
く

国
年
・
月
・
日
|
名
称
|
人

本
官
・
位
階

事
項

出
典

伯
者
(
天
暦
6
以
前
)
押
領
使

凶
党
追
捕
の
た
め
補
任

朝
野
群
我

出
告
コZ
三玉子ミ
天
暦
6
(
 952) .11. 

9
 押
領
使
清
瀧
静
平

凶
党
追
捕
の
た
め
補
任

同
上

石
見
大
治
1
(1126). 
6.19 
押
領
使
藤

原
主
水
正
・
大
介
国
司
庁
宣
に
署
判

平
安
遺
文
2076

元
暦
1
(1184).11 

押
領
使
藤
原
兼
高

介
平
氏
追
討
の
た
め
追
討
使
源
義
経
に
よ
り
補
任
平
安
遺
文
4175

播
磨
天
徳

(
9
5
7
~
9
6
1
)
中
押
領
使
藤
原
文
修

多士をく勇訣土罰
を
相
語
り
運
上
官
物
を
押
止
め
る
勇
峰
相
記

承
徳
2
(1098). 
7
・29
押
領
使

因
阪
守
平
時
簡
を
饗
応

時
節
記

追
捕
使

J?
l
賊
の
勝
た
れ
る
者
，
追
捕
も
~
に
任
え
タ
ダ
ス
今
昔
物
語
集

丸
と
云
う

美
作
(
天
暦
6
以
前
)
押
領
使

凶
党
追
捕
の
た
め
補
任

朝!lfH
'f
Jは

承
徳
2
(1
098). 
7.28 
追
捕
{
吏
{J 

助
因
幡
守
平
時
範
を
控
応
、

日
告
組
員
己

押
領
使
漆
間
元
国

久
米
抑
領
佼
，
神
戸
大
夫

法
然
上
人
絵
伝

押
領
使
漆
同
時
国

久
米
押
領
使

同
上

備
後
長
保
6
(1004). 
2.14 
追
捕
伎
安
部
衆
説

:)ili
任

l位
;ie 

長
「う

押
領
使

長
門
IliI
C，)・，
&!l局
次
仰

紀
伊
正
暦
3
(
 992).10.28 

追
捕
使
御
春
聡
高

凶
賊
追

~ílìの
た
め

:)ilì任
rSI
液
符
'
i
i
.
抄

正
暦
5
(
 994). 
9.27 
追
捕
使

最己
丹
波
嫁
，
郡
摂
使
部
品
lf.
に
署
判

平
安
ill
文
360

長
保
1
(
9
9
9
)
.
7
.
1
5
追
捕
使
坂
上
重
方

犯
人
藤
原
行
時
を
か
く
ま
う

平
安
ill
文
38
，{

淡
E各
克
弘
3
(1006). 
4.11 
押
領
伎
高
安
為
正
正
六
位
上
告
符
}
の
V
i
ijと
し
て
補
正

J;VJTi tr:JI~ 
迫
捕
伎
ーノ、

!l~ 
iW:
1は
六
日
11迫
お
li
i
*
，
発
心
出
家
す

宇
治

t合
j立

1~;Uì
言
E
岐

総
追
掠
H
吏
遠
藤
為
光

泌
総
系
凶

予
押
領
佼
越
智
興
利

制
下
押
釘
1i'J!

予
J;t
sid 

天
皮
(
9
3
8
~
9
4
7
)
年
中
押
飼
佼
越
智
好
方

結
智
抑
領
i
'
J
!

llFlid I
 
上

押
領
伎
越
智
好
峯

!l!f問
抑
制
使

上



長
保
4
(1002). 
3.12 
追
妨
使
越
智
為
保

初
任

fを
記

筑
後
文
治
2
(1186).
壬
7
・2
抑
侃
伎
草
野
永
平
在
国
司
頼
朝
の
推
挙
に
よ
り
国
司
よ
り
安
堵

吾
妻
鏡

盟
f受
文
治
(
1
1
8
5
~
1l

90)
頃
抑
制
使
約
方

'iíI~義
源
義
経
に
属
せ
し
科
に
よ
り
遠
流

北
肥
戦
誌

DB 
Il
IJ 
:ill久
6
(1195). 
8.25 
押
飢
使
高
木
宗
家
大
監
大
宰
府
守
護
所
大
番
の
た
め
御
家
人
交
名
注
進
鎌
倉
遺
文
808

不
切
-p:久
4
(1043). 
7
・13
追
捕
使
則

高
検
非
違
使
庁
に
語
文
提
出
(
後
内
近
国
だ
ろ
う
)
平
安
遺
文
542

(
仰
考
)
1
)
 
1O
~
1
2
世
紀
に
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
国
追
捕
佼
(
押
領
使
・
追
捕
使
)
を
国
別
に
列
記
し
た
。
国
の
順
序
は
道
別
に
配
列
し
で
あ
る
が
，
陸
奥
出

羽
は
一
括
し
て
東
山
道
の
最
後
に
白
い
た
。

2
)
 

íy.j.V1l.分
脈
」
そ
の
他
の
系
図
m
.
及
び
病
~
U
物
・
説
話
に
み
え
る
事
例
は
，
そ
の
信

j尽
性
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
一
応
掲
載
し
て
あ
る
。
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A Study on the Establishment of Kokuga (~:fitr) 

Military System in Ocho-Kokka (::Elji)j~*) 

the Reform of the Military System in the 

Era of Engi 01£:ID--

by Tatsuhiko Shimomukai 

1 

In the early tenth century, a series of national read ministrations having been 

carried out, Ritsuryo (It%) Administrative System was converted to Ocho-Kokka 

C:El\\IlOO&) Administrative System, and thus, as an important part of the reform 

the new military system was realized_ 

Under Ritsuryo (tlt%) Administrative System, in the event of an uprising of 

Gunto (Mltt) or revolts, it was up to Kokushi (00<'iJ) to put them down by 

mobilizing warriors_ 

The distinguished marks of Kokushi's (1N<'iJ) military power were as follows. 

Firstly, the power was under the strong control of the Central Government, as 

shown by his obligation to ask the Government for the mobilization order 

beforehand and to report on the number of warriors mobilized afterward. 

Secondly, the power was given only as occasions might demand, but not as an 

independent military agency. 

Meanwhile, in the latter half of the ninth century, due t'o a sudden increase 

in uprisings of anti-Kokuga (OOmf) powers, the Government determined to 

strengthen Kokuga's (oo%') military power to meet the situation. It was realized, 

firstly, by enlarging fully Kokuga's (lNiffi) discretionary power to mobilize warriors 

and put anti·powers down by means of reducing sharply the Governmental Power 

to control Kokuga's (OO:fr) military power in mobilization and confining it only 

to the general control by means of a warrant for arrest, i. e. Tsuibu-Kanpu (~ 

r.lltrff), and, secondly, by concentrating and simplifying Kokuga's (lNfi;i) military 

power into an independent agency_ 

In the latter case, Kokuga (~fili) Military Commander was systematized into 

Shokoku-Tsuibushi (~OO~tmre), recommended by Kokushi (00<'iJ) and appointed 

by the Central Government. 

It was Togoku-Ran (*~i5L) in the first year of Engi (~:g) (901 A. D.) that 

1stablished the new administrative system as an epoch making event. 




